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政治・外交と経済・社会・文化で章を分
け、流れがわかりやすい構成にしました。

配当時間例
（月／時数）

2 3



4 目次

第15章 恐慌と第二次世界大戦
1 恐慌の時代   228
2 軍部の台頭   232
3 第二次世界大戦   237

第16章 現代の世界と日本
1 占領下の改革と主権の回復   248
2 55年体制と高度経済成長   259
3 現代の情勢   267

現代日本の課題の探究
地域社会や身のまわりから考えよう
   274

 周辺地域を学ぶ
❶古代の南九州─隼人─   47
❷古代の東北と奥州藤原氏   58
❸琉球王国   106
❹アイヌと和人   146

 身近な文化財をまもり未来につなげること
❶歴史資料としての文化財   67
❷災害と文化財   121
❸地域の文化財から歴史を探究しよう   162
❹学芸員体験で歴史を語る当事者になろう   191

日本史年表   280
索引   287

古代の行政区画   表見返し
干支、時刻と方位、度量衡   表見返し裏
政党・政派の変遷   裏見返し

＊本書掲載の２次元コードからインターネッ
トを使用した学習ができます。２次元コード
の使用にあたって使用料はかかりませんが、
通信料はかかります。インターネットを使用
する際には、先生の許可を得たうえで使用し
てください。また、使用にあたっては個人情
報の扱いに十分注意してください。

QRコード

動画

くわしく
みてみよう

QRコード

画像

くわしく
みてみよう

QRコード

現代語訳

一遍上人絵伝（巻７） 　 69 ／洛中洛外図屛風 　 70 ／江戸図屛
風 　 122 ／富嶽三十六景 　 160

掲載史料中の 2 次
元コードから、現代
語訳を表示すること
ができます。

貝塚 　 9 ／木簡 　 36 ／鎌倉街道と切通 　 73 ／安土城跡 　 
110 ／八幡製鉄所 　 214 ／金本位制と管理通貨制度 　 234

（動画はすべて NHK for School のコンテンツです。）

くわしく●みてみよう（2次元コード）

日本史探究 高校日本史_目次_初校.indd   4日本史探究 高校日本史_目次_初校.indd   4 2022/03/07   9:592022/03/07   9:59

1 律令国家への道 29

10

15

大化の改新
中国では618年、高

こう

句
く

麗
り

遠
えん

征
せい

に失敗した隋
ずい

がほろび、 

唐
とう

にかわった1。唐は隋にならって、律令という法

にもとづいて中央政府が圧倒的な力で支配をおこなう 中
ちゅう

央
おう

集
しゅう

権
けん

国

家を打ちたて、東アジア諸国に大きな影響をおよぼした。また、唐

は隋と同じく高句麗へ遠征し、 朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

にその圧力がおよぶと、

高句麗・百
く だ ら

済・新
し ら ぎ

羅の 3 国とともに倭
わ

（日本）にも動揺がおこった。

　倭では、大
おお

臣
おみ

の蘇
そ

我
がの

蝦
え み し

夷とその子入
いる

鹿
か

が権
けん

勢
せい

をふるい、 聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（ 厩
うまや

戸
と

王
おう

）の子の山
やま

背
しろの

大
おお

兄
えの

王
おう

をほろぼして権力を集中しようとし

たが、王族中心の中央集権をめざす中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
み

子
こ

や中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

（のち

藤
ふじ

原
わら

鎌足）は、645（大
たい

化
か

元）年に蘇我父子をほろぼした。皇
こう

極
ぎょく

天
てん

皇
のう

にかわった孝
こう

徳
とく

天皇のもとで、甥
おい

の中大兄皇子は皇
こう

太
たい

子
し

となり、ま

ず 朝
ちょう

廷
てい

の人
じん

事
じ

を一
いっ

新
しん

した。そして、唐から帰国した 留
りゅう

学
がく

生
せい

らの知

律令国家への道1

618～907

（ひゃくさい）（し ん ら）

? ～645 ? ～645

? ～643

626～671 614～669

位642～645

位645～654

律令国家の形成
日本は中国の制度を取り入れて律

りつ

令
りょう

による国家の枠組みをつくったが、一方で前
の時代の国家のあり方をうけついでいる。それはどのようなところにあらわれてい
るだろうか。また日本的な政治のあり方は、どのようにうまれてくるのだろうか。

第 3 章

東アジアの国際的緊張と律令制の形
成にはどのような関係があるだろう
か。

Q

天皇号は
いつ始まったか

「天皇」という称号は、「大
おお

君
きみ

は神
にしませば」とうたわれた天

てん

武
む

天
皇の時に現

あら

人
ひと

神
がみ

としてもちいら
れたとする説がある。一方で推

すい

古
こ

天皇の時代に外交交渉のなかで
「天

てん

子
し

」にかわるものとして、考え
出されたとの説もある。

Topic

5

1 7 〜 8 世紀のアジア　中国を統一した隋が約30年でほろぶと、それにかわった唐が百
済・高句麗をほろぼし、中央アジア方面にも進出して大帝国を築いた。
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カ
ス
ピ
海
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学習に便利な付録として、新たに「干支、
時刻と方位、度量衡」を設けました。

２次元コードから、より深い理解に役立
つ動画や、掲載図版の細部や前後を確認
するための画像、文字史料の現代語訳な
どを見られるようにしています。

各章の導入には、「章全体にわたる
問い」を設け、時代の転換を探究す
るための方向性を示しました。
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月

7
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2

生徒の興味をひきだすため、本文では
取り上げなかった人物や事件などのエ
ピソードを紹介する75点の「Topic」を
設けました。

独自の歴史をもつ地域や、文化財保護への関心を
高める、特集ページ（8テーマ）を設けました。
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30 第3章  律令国家の形成

5

10

15

20

識を活用して❶、大化の改
かい

新
しん

とよばれる一連の政治改革をすすめよ

うとした。また、 都
みやこ

を飛
あす か

鳥から難
なにわ

波に移し、大規模な難波宮をい

となんだ。

　ついで翌646（大化 2）年正月、 4カ条の改新の 詔
みことのり

2を発したと

いう。そこには、（ 1）公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

制
せい

の確立、（ 2）地方行政組織と軍

事・交通制度の整備、（ 3）戸
こ

籍
せき

・計
けい

帳
ちょう

の作成と班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

法
ほう

の施
し

行
こう

、

（ 4）統一的な新しい税制の実施などが目標にされたという。ただし、

詔は当時の文章のままとはいえず❷、その内

容がすぐに実現したわけでもなかった。

壬申の乱
朝鮮半島では、唐

とう

が新
し ら ぎ

羅と結ん

で660年に百
く だ ら

済、668年には高
こう

句
く

麗
り

をほろぼした。その後、新羅は唐の勢力を

半島から追い出し、676年

に統一をはたした。斉
さい

明
めい

天

皇（皇
こう

極
ぎょく

天皇重
ちょう

祚
そ

❸）のも

とで、倭
わ

は抵抗を続ける旧

百済勢力を助けるために大

軍を送ったが、663（天
てん

智
じ

2 ）

年の白
はく

村
そん

江
こう

の戦いで唐・新

羅連合軍に大敗した。

位655～661

（はくすきのえ）

古代山城
古代山城は白村江の戦い後、国土防衛のた
めに対

つ し ま

馬から大
や ま と

和地方にかけて百済の亡命
貴族の力もかりて築かれた。岡山県総

そう

社
じゃ

市
し

にある鬼
き

ノ
の

城
じょう

もその 1つである。 城
じょう

郭
かく

は397mの 急
きゅう

峻
しゅん

な山の平坦な山頂部に
築かれ、城壁がはちまき状に2.8kmにわた
りめぐっている。また、要所には堅

けん

固
ご

な高
い石

いし

垣
がき

や門を築くなどの要
よう

害
がい

であった。
（岡山県、鬼ノ城の西門、復元）

❷『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』にみえる改新の詔
は、のちの大宝令などにより書き
ととのえられていることがわかっ
ている。郡をおいたとあるが、実
際には 評

こおり

が設置された。

❸いったん位をしりぞいた天皇
がふたたび即位することを重祚と
いう。

❶高
たか

向
むこの

玄
げん

理
り

・旻
みん

を 国
くにの

博
は か せ

士とし
た。（▲ p.26）

Topic■2
改
新
の
詔

其そ 

の
一
に
曰
の
た
ま
わく

、
昔む
か
し在

の
天
皇
等ら

の
立
て
た
ま
へ
る
子こ

代し
ろ

の
民
●❶
、

処と
こ
ろ

々ど
こ
ろの
屯み
や
け倉

●❷
、
及
び
、
別こ
と
に
は
臣お
み
・
連む
ら
じ・
伴
と
も
の
み
や
つ
こ
造
・
国
く
に
の
み
や
つ
こ
造
・
村
む
ら
の

首お
び
との
所た
も
て有
る
部か
き
べ曲
の
民
●❸
、
処
々
の
田た
ど
こ
ろ荘

●❹
を
罷や

め
よ
。
仍よ

り
て
食じ
き

封ふ

を
大
ま
え
つ
夫き
み
よ
り
以
上
に
賜た
ま
ふ
こ
と
、
各
お
の
お
の
差
あ
ら
む
●❺
。

其 

の
二
に
曰
く
、
初
め
て
京み
さ
と師
を
修お
さ
め
、
畿き

内な
い
・
国
司
●❻
・
郡
司
・
関せ
き

塞そ
こ

●❼
・
斥う
か
み候

●❽
・
防さ
き
も
り人
・
駅は
ゆ
ま馬
・
伝
つ
た
わ
り

馬う
ま

●❾
を
置
き
、
及
び
鈴す
ず

契し
る
し

●�
を

造
り
、
山や
ま
河か
わ
を
定
め
よ
●�
。

其 

の
三
に
曰
く
、
初
め
て
戸
籍
・
計け
い

帳ち
ょ
う・
班は
ん

田で
ん

収し
ゅ
う
授じ
ゅ
の
法
を
造
れ
。

其 

の
四
に
曰
く
、
旧も
と

の
賦え
つ
き役

●�
を
罷
め
て
、
田
の
調
み
つ
き

●⓭
を
行お
こ
なへ
。
…
…

別こ
と
に
戸
別
の
調
を
収と

れ
。 

（『
日
本
書
紀
』）

●❶
大お
お

王き
み
家
の
直
属
民
。
●❷
王
権
の
直
轄
地
。
●❸
●❹
二
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
●❺
お
の
お
の
の

地
位
に
応
じ
て
給
付
す
る
。
●❻
畿
内
国
の
司
と
読
む
説
も
あ

る
。
●❼
関
所
。
●❽
北
辺
の
監
視
要
員
。
●❾
公
的
な
伝
達
・
輸
送

に
用
い
ら
れ
る
馬
。
●�
駅え
き
鈴れ
い
と
木も
っ
契け
い
。
と
も
に
駅
馬
・
伝
馬
を

利
用
す
る
際
の
証
明
と
し
た
。
●�
地
方
の
境
界
を
定
め
る
。
●�

こ
れ
ま
で
の
租
税
。
●⓭
一
定
基
準
で
田
地
に
賦ふ

課か

す
る
税
。

QRコード
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3大
おお

野
の

城
じょう

跡と水城跡　右手方向の大
だ

宰
ざい

府
ふ

の地を防
ぼう

衛
えい

する配置で、幅
はば

約60mの水
みず

濠
ぼり

と土
ど

塁
るい

をもつ水城が
造成され、四

し

王
おう

寺
じ

山
やま

に大野城が築かれた。（福岡県）
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❹大宝律令は失われたが、のちに
藤原不

ふ

比
ひ

等
と

が中心となり大宝律令
を若干改変してつくり、孫の仲

なか

麻
ま

呂
ろ

が施行した養
よう

老
ろう

律令が今日
に伝わり、大宝律令の内容を知る
ことができる。

❺702（大宝 2）年に派遣された遣
けん

唐
とう

使
し

が、唐に対して倭の国名を
日本に改めた。

　中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
み

子
こ

は、唐・新羅の進攻にそなえて、九州

統治の中心部をまもるための水
みず

城
き

や古代山
やま

城
じろ

（朝鮮式

山城）を築くなど国防を強化し3、権力の集中をすすめ、

都を近
おうみ

江の大
おお

津
つ

に移して、翌年即
そく

位
い

した（天智天皇）。

近江令
りょう

を定めたともいわれ、また670（天智 9）年には

最初の全国的な戸籍である庚
こう

午
ご

年
ねん

籍
じゃく

をつくるなど、

内政の改革を急いだ。

　その後、天智天皇が亡
な

くなると後
こう

継
けい

争いがおこり、

672（天
てん

武
む

元）年、天皇の弟大
おお

海
あ ま の

人皇
み

子
こ

は、東
とう

国
ごく

や飛鳥

地方の豪
ごう

族
ぞく

を味方につけ、近江の朝廷をひきいる天智

天皇の子大
おお

友
とも

皇子を倒した（壬
じん

申
しん

の乱）。戦いに勝って

強大な権力を手にした大海人皇子は、都を飛鳥にもど

して即位し（天武天皇）、中央集権国家の形成をすすめ

た。そして、真
ま

人
ひと

・朝
あそ み

臣など 8種の姓
かばね

（八
や

色
くさ

の姓）を

制定して豪族の身分秩
ちつ

序
じょ

を再編成し、新しい都づくり

のほか、歴史書や律
りつ

令
りょう

の編さんを始めた。

　天武天皇が亡くなったあと、皇
こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇が事業

を引きつぎ、飛鳥浄
きよ

御
み

原
はら

令
りょう

を施行して統治のしくみ

をととのえた。また国家を運営する中心として、中国

の都市理念にならった本格的な都
と

城
じょう

である藤
ふじ

原
わら

京
きょう

4を完成させた。

こうして中央集権的な国家体制は、確立していった。

律令国家のしくみ
701（大

たい

宝
ほう

元）年、大宝律令が制定された。律は

今日の刑
けい

法
ほう

にあたり、令は行政に関するさまざ

まな法規で、唐の律令を手本として、日本の国情にあわせてつくら

れている❹。「日本」という国
こく

号
ごう

が定められたのもこのころである❺。

　律令による政治を担
にな

った中央官庁は、二
に

官
かん

八
はっ

省
しょう

である。二官と

は神
じん

祇
ぎ

官
かん

と太
だい

政
じょう

官
かん

で、神祇官は神々の祭りを 司
つかさど

り、太政官が国

政を担当した。太政官では左
さ

大
だい

臣
じん

・右
う

大
だい

臣
じん

・大
だい

納
な

言
ごん

などの公
く

卿
ぎょう

と

よばれる上級の官人たちが会議をおこない、その結果をふまえて天

皇が決定をくだす形式をとった。太政官の下には実務を担当する 8

つの省（八省）がおかれて、各分野の政務を分担した。各役所には、

長
か

官
み

・次
す

官
け

・判
じょう

官・主
さかん

典の幹部職員（四
し

等
とう

官
かん

）がおかれた5。

　全国は畿
き

内
ない

・七
しち

道
どう

に行政区分され、国
こく

・郡
ぐん

・里
り

（のちに郷
ごう

と改称）

位668～671

631? ～686

648～672

位673～686

位690～697

▶ 表見返し

古代宮都の変遷
本来、都とは、大

おお

王
きみ

が生活する家
か

屋
おく

がある場
所をさす。大王の宮は代ごとにかわったが、
その周辺に豪族や役人が働く街が形成される
と、飛鳥に宮が固定され、飛鳥浄御原宮へと
発展した。藤原京は日本で最初の 条

じょう

坊
ぼう

制
せい

に
よる京をともなう都城で、その規模はのちの
平
へい

城
じょう

京
きょう

や平
へい

安
あん

京
きょう

にならぶものであった。

（だいおう）

Topic

一条北大路

耳成山

香具山

一条南大路
二条大路
三条大路

横大路四条大路
五条大路
六条大路
七条大路
八条大路
九条大路

西
五
坊
大
路

西
四
坊
大
路

西
三
坊
大
路

西
二
坊
大
路

西
一
坊
大
路

朱
雀
大
路

東
一
坊
大
路

東
二
坊
大
路

東
三
坊
大
路

東
四
坊
大
路

東
五
坊
大
路

下
ツ
道

安
倍
山
田
道

中
ツ
道

藤
原
宮

飛
鳥
川

寺
川

米
川

畝傍山

十条大路

ぼ
う
お
お
じ

す
ざ
く

みみなしやま

か ぐ やま

うね び やま 本
薬
師
寺

大
官
大
寺

も
と
や
く
し

じ

だ
い
か
ん
だ
い
じ

な
か

し
も 0 1km

4藤原京の条坊復元図　藤原京は、約5.3km四方と、

のちの平城京とならぶ規模をもつ。東西・南北に走る
道路で街

がい

区
く

が区画された京域内には、王族や豪族も集
住することになった。
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文字史料に付した2次元コードから、現代語訳を参照することができます。
史料に苦手意識を持つ生徒の理解を助け、自発的な学習を促します。

本文を補足する「注」は、
必要な部分を簡潔に記
しました。
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5

10

15

が設けられ、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

・里
り

長
ちょう

が任じられた。国司には中央から

貴
き

族
ぞく

が派
は

遣
けん

され、役所である国
こく

府
ふ

（国
こく

衙
が

）を拠点として国内を統治し

た。国司は、郡ごとに現地の豪
ごう

族
ぞく

から任命された郡司たちを指揮し

て、人民を戸
こ

籍
せき

に登録し、これを50戸
こ

ずつの里に編成した。これに

よって律
りつ

令
りょう

政治をすみずみにまでいきわたらせようとした。また、

外交・軍事の要地である九州北部には大
だ

宰
ざい

府
ふ

をおいた5。

　これら中央・地方の役所に勤務する官人には、位
い

階
かい

とこれに応じ

た役職に対する給与があたえられ、大部分の税も免除された。上級

の官人は 7世紀以前からヤマト政
せい

権
けん

を構成した畿
き

内
ない

の大豪族で、彼

らは律令国家のもとで、父
ふ

祖
そ

の位階に応じた位階を子らに保証する

制度（蔭
おん

位
い

の制）により、引き続き貴族としての特権を保った。

　司法制度では、刑
けい

罰
ばつ

に笞
ち

・杖
じょう

・徒
ず

・流
る

・死
し

の五刑があり、国家・

社会の秩
ちつ

序
じょ

をまもるため、天皇・尊
そん

属
ぞく

などに対する罪は重罪とされ

た❻。

民衆の生活
人びとは戸に編成されたうえで、 6年ごとにつくら

れる戸籍6に登録された。そのときに 6歳以上にな

っていると、性別・身分に応じて条
じょう

里
り

制
せい

によって区画された口
く

分
ぶん

田
でん

をわけあたえられた❼8。家
か

屋
おく

やその周囲の土地の私有は認めら

❻天皇に対する謀
む

反
へん

や、尊属に
対する不

ふ

孝
こう

などを八
はち

虐
ぎゃく

といい、
有位者でも減免されない重罪であ
った。

❼男性は 2 段
たん

（ 1 段＝360歩
ぶ

＝約
11.9ａ）、女性はその 3分の 2 、
私有の奴

ぬ

婢
ひ

はそれぞれ 3分の 1が
支給された。

地方の統治において、国司と郡司は
どのような関係にあったのだろうか。

Q

（主典）
さかん
（判官）
じょう
（次官）
すけ
（長官）
かみ
官職

録
大少
丞
大少
輔
大少

卿

省

典
大少
監
大少
弐
大少

帥

大宰府

目
大少
掾
大少

介

守

国

主帳

主政

少領

大領

宮城など
の警備

郡

＊

＊
【
中
央
】

【
地
方
】

宮
内
省（
宮
中
の
事
務
な
ど
）

大
蔵
省（
収
納
・
貨
幣
な
ど
）

刑
部
省（
裁
判
・
刑
罰
な
ど
）

右
弁
官

少
納
言

大
納
言

左
弁
官

右
大
臣

太
政
大
臣

太
政
官

〈
諸
国
〉

〈
要
地
〉 国（

国
司
）

郡（
郡
司
）
里（
里
長
）

軍
団

坊（
坊
令
）

東
西
市
司

左
大
臣

兵
部
省（
軍
事
、
武
官
の
人
事
な
ど
）

弾
正
台（
風
俗
取
締
り
、
官
吏
の
監
察
）

神
祇
官

治
部
省（
仏
事
・
外
交
事
務
な
ど
）

式
部
省（
文
官
の
人
事
な
ど
）

中
務
省（
詔
書
の
作
成
な
ど
）

大
宰
府

防
人
司
な
ど

西
海
道
諸
国

摂
津
職

左
右
京
職

民
部
省（
民
政
・
財
政
な
ど
）

左
右
衛
士
府

（
五
衛
府
）
衛
門
府

左
右
兵
衛
府

太
政
大
臣
は
適
任
者
が
な
け
れ
ば
お
か
れ
な
い
。

（ ）

【四等官制】 く  

な
い

ぶ  

か
ん

か  

へ
い

お
お
く
ら

ぎ
ょ
う

　ぶ

ひ
ょ
う
　ぶ

み
ん 

ぶ

だ
い 

な  

ご
ん

だ
ん
じ
ょ
う
だ
い

か
ん
　り

ふ
う
ぞ
く

べ
ん
か
ん

じ

　
ぶ

し
き 

ぶ

な
か
つ
か
さ

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

し
ょ
う
し
ょ

さ
き
も
り

さ
い
か
い
ど
う

ぼ
う

ぐ
ん
だ
んい

ち
の
つ
か
さ

き
ょ
う
し
き

し
き

つ

せ
っ

ひ
ょ
う 

え

　

え

　じ

　

ご

　
え

　
ふ

え
　も
ん 

5律令官制　中央・地方の官庁には、長官・次官・判官・主典の四
し

等
とう

官
かん

がおかれたが、官庁により用字が異
こと

なった。

古代の戸籍
　 現代の家族構成と古代の戸籍をくら
べ、現代との違いや当時の家族構成の特徴を
説明してみよう。

読
み

 

　と
き

■6筑
ちく

前
ぜん

国嶋
しま

郡
ぐん

川
かわ

辺
べ

里
り

の戸籍　702（大
たい

宝
ほう

2 ）年の一部。
戸主とその家族の氏名・年齢などが記され、全面に「筑
前国印」が捺

お

されている。 （部分、 正
しょう

倉
そう

院
いん

宝物）
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れたが、口分田は売買できず、死者の口分田は国に返還される制度

であった（班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

法
ほう

）❽。

　庶民の負担は、口分田については租
そ

として収
しゅう

穫
かく

の 3 ％程度を各

郡におかれた正
しょう

倉
そう

におさめるのみであったが、成人男性である正
せい

丁
てい

の一人ひとりを対象として税が課せられ、大きな負担となった。

調
ちょう

・庸
よう

❾は一定量の布や特産品などをおさめるもので、郡司のもと

でまとめられ、これを中央政府まで運ぶ運
うん

脚
きゃく

も義務づけられた。

また、年間60日の範囲で、国司の命令により土
ど

木
ぼく

工事や雑
ざつ

用
よう

に奉仕

する雑
ぞう

徭
よう

という労
ろう

役
えき

も定められていた7。このほか、国家が春に稲

を貸しつけ、秋の収穫時に 3～ 5割の利息とともに徴収する出
すい

挙
こ

（公
く

出
すい

挙
こ

）もあった。

　さらに、正丁 3～ 4人に 1人の割合でかかる兵
へい

役
えき

の義務も、それ

ぞれの戸
こ

にとっては重要な働き手をとられることになった。徴
ちょう

兵
へい

された兵士たちは、ふつうは諸国の軍
ぐん

団
だん

に配属されたが、衛
え

士
じ

とな

って京の警備にあたったり、防
さき

人
もり

となって九州北部の沿岸などにお

もむき、防衛の任務につく者もあった。

　身分制度では、人びとは良
りょう

民
みん

と賤
せん

民
みん

❿にわけられ、良民の多くは

農民であった。賤民には官有と私有の者があり、その割合は人口の

数％程度であった。

　農民たちは、竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

や平
へい

地
ち

式
しき

の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

住居に住み、簡
かん

素
そ

な麻
あさ

の衣服を着ていた。当時の食事は 1日 2回、米を甑
こしき

でむして食べ

るのがふつうであった。

❽農民のなかには口分田を耕作
するかたわら、 1年契約で土地を
借りて農耕経営をおこなう者もい
た（賃

ちん

租
そ

）。

❾調は絹・布や地域の特産物を
中央にたてまつり、庸は歳

さい

役
えき

の
かわりに布などをおさめるもの
で、毎年作成される計

けい

帳
ちょう

にもと
づいて徴収された。

❿官有の 陵
りょう

戸
こ

・官
かん

戸
こ

・官
かん

奴
ぬ

婢
ひ

と
私有の家人・私奴婢の 5種類があ
り、五

ご

色
しき

の賤という。宮や寺院、
有力豪族の宅などに隷

れい

属
ぞく

してい
た。

中
央
政
府

農民 国郡

田租

調
庸

雑徭
兵役

（稲）

飢饉対策
国の諸経費

労
役

正倉

7貢納物のおもな使途　租は地方や中央政府の飢
き

饉
きん

対策として備
蓄された。調・庸は大蔵省や民部省におさめられ、中央政府の経費
として使われた。また、成人男性には、地方での雑徭や兵役の負担
もあった。

8条里制遺
い

構
こう

　班田に便利なように整然と区切られた古代の
農地のなごりがみられる。全国に条里制を施

し

行
こう

して、口分田を
うみ出した。（奈良県）
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歴史の理解を深めるために最適
な図を、適宜設けました。

史資料をもとに、解釈した
り、説明したり、論述した
りする力をつけられるよう、
発展的な問いとして「読みと
き」を設けました。（解答例は、
教師用指導書・準拠ノートで扱って
います）
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遣唐使
中国では唐

とう

が大帝国を築いて、全盛期をむかえた。西ア

ジアとの交流もさかんで、 都
みやこ

の 長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）は世

界的な都市として国際的な文化が花開いた1。

　東アジア諸国は唐を中心とする文化圏に入ったが、日本も唐の文

化を積極的に取り入れようとし、 8 世紀に入るとほぼ20年に 1 度の

割合で遣
けん

唐
とう

使
し

を派
は

遣
けん

した。遣唐使は多いときで約500人の人びとが

4 隻
せき

の船に乗って渡海した。日本は唐からの冊
さく

封
ほう

❶はうけなかった

が、実質的には唐に臣
しん

下
か

として従う 朝
ちょう

貢
こう

であった。航路は、初期

には朝鮮半島沿いの北
ほく

路
ろ

をとったが、 8 世紀以降新
し ら ぎ

羅との関係が悪

化すると、東シナ海を横断する南
なん

路
ろ

をとった。

　使
し

節
せつ

や 留
りゅう

学
がく

生
せい

は困難を乗りこえて唐のさまざまな文
ぶん

物
ぶつ

・制度を

輸入し、留学僧
そう

もあらたな仏教の 経
きょう

典
てん

などをもたらした。留学者

のなかには、玄
げん

昉
ぼう

や吉
き

備
びの

真
まき

備
び

のように、帰国後に中央政界で活躍す

る者もでた。また、唐僧の鑑
がん

真
じん

は、何度も渡
と

航
こう

に失敗したが、つい

に日本に戒
かい

律
りつ

を伝えた。

　朝鮮半島の新羅や、中国東北部に建国された渤
ぼっ

海
かい

との交渉もさか

んであった。日本は新羅を従属国として扱おうとしたため、新羅と

の関係は緊張することもあった。 9 世紀になると、新羅の公式な使

節にかわって、商人たちが貿易のために来日するようになった。渤

海は 8 世紀前半から使節をしばしば派遣し、日本に従

う形をとり、友好的に通交した。

平城京の繁栄
710（和

わ

銅
どう

3 ）年に、 都が藤
ふじ

原
わら

京
きょう

から 

平
へい

城
じょう

京
きょう

2に移された（遷
せん

都
と

）。この年

から長
なが

岡
おか

京
きょう

をへて平
へい

安
あん

京
きょう

に都が移るまでの約80年間

を奈
な

良
ら

時代とよぶ。律
りつ

令
りょう

国家のしくみは、この時代に

ほぼ整備された。

　平城京は唐の都長安にならい、左右両京を道路で碁
ご

盤
ばん

の目のように区画し（ 条
じょう

坊
ぼう

制
せい

）、 北部中央の平
へい

城
じょう

宮
きゅう

3に天皇の住まいである内
だい

裏
り

、政務や儀
ぎ

式
しき

の場であ

る大
だい

極
ごく

殿
でん

・ 朝
ちょう

堂
どう

院
いん

や政府の役所などをおいた。京内で

平城京の時代2

（シーアン）

▶ p.36

688? ～763

698～926

（へい  ぜい）

▶ p.42

8 世紀の遣唐使は、どのような役割
を果たしただろうか。

Q

❶中国の皇帝が周辺諸民族の君
主に官職・称号などをさずけ国王
に任ずることを冊封という。皇帝
の臣下になることを意味した。

汴州

渤海
上京竜泉府

東京

金城

大宰府

洛陽
長安

楚州 揚州

杭州
明州

唐

新羅

東シナ海

日本海

日本

登州
青州

松原客院
能登客院

難波
平城京

鴻臚館

南路

北路

618～907

698～926
遣唐使航路
渤海航路
新羅航路

奄美島

阿児奈波島

五台山

天台山 掖玖島
多褹島

676
半島統一

じょうけいりゅうせん ふ

とうけい の と きゃくいん 

まつばら

なにわだ ざい ふ

た ね

めいしゅう

こうしゅう

ようしゅう
こう ろ かん

あま み

あ こ な わ

てんだいさん
や く

せいしゅう

らくよう

とうしゅう

そ しゅう
べんしゅう

ご だいさん

●

●
●

●

●

●
●

●
●

●

● ●

●

0 500km

18世紀中頃の東アジアと日唐交通路　遣唐使の航
路は、初め北路をとったが、新羅との関係が悪化した
8世紀以降にはより危険な南路をとった。
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2 平城京の時代 35

5

10

15

20

は五条以北の平城宮の近くに貴族たちの大邸宅がたちならび、八・

九条の宮から遠い地区には下級官人たちの小規模な住宅が分
ぶん

布
ぷ

して

いた。人口は約10万人といわれる。寺院は、大
だい

安
あん

寺
じ

・薬
やく

師
し

寺
じ

・元
がん

興
ごう

寺
じ

・興
こう

福
ふく

寺
じ

、のちには東
とう

大
だい

寺
じ

・西
さい

大
だい

寺
じ

などの大
だい

伽
が

藍
らん

がたちならんだ。

　左右の両京には東西の市
いち

が設けられ、 市
いちの

司
つかさ

がこれを監督した。

市では、地方から運ばれた産物や官人に支給される給与の布などが

交換された。

　また、 7世紀後半に製作された富
ふ

本
ほん

銭
せん

のあと、和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

などの銭
せん

貨
か

4もつくられて、都や畿
き

内
ない

を中心に流通した❷。

　道路も都から地方に直線的にのびる官道が整備され、約16kmご

とに駅
うま

家
や

を設けて、都と地方との連絡にあたる官人がこ

れを利用した。

　政府は東北地方に住む蝦
え み し

夷を服従させ、領土の拡大を

はかった。日本海側に出
で

羽
わの

国
くに

をおき、ついで秋
あき

田
た

城
じょう

を築

き、太平洋側の陸
む

奥
つ

国には多
た

賀
が

城
じょう

を築いて、それぞれ出

羽・陸奥の政治や蝦夷対策の拠点とした。一方、九州南

部の隼
はや

人
と

とよばれた人びとが住む地域には薩
さつ

摩
ま

国、つい

で大
おお

隅
すみ

国をおいた。

政治・社会の動揺
律令国家の建設に功

こう

績
せき

をたてた藤原

氏は、天皇家に近づいて勢いを強め

た5。729（天
てん

平
ぴょう

元）年、藤原不
ふ

比
ひ

等
と

の子どもの 4兄弟は、

左大臣長
なが

屋
や

王
おう

を自殺に追いこみ（長屋王の変）、不比等の

（かいほう）

▶ p.47

659～720

? ～729

❷和同開珎のあと、10世紀なか
ばの乾

けん

元
げん

大
たい

宝
ほう

まで、12回の銭貨
鋳
ちゅう

造
ぞう

がおこなわれた（本
ほん

朝
ちょう

〈皇
こう

朝
ちょう

〉十
じゅう

二
に

銭
せん

）が、国家的銭貨の
始まりは 7世紀後半の富本銭にさ
かのぼる。

卍

卍

卍

卍

卍

卍
卍

卍

卍

卍

一条南大路

一条北大路
（北京極）

二条大路
三条大路
四条大路
五条大路
六条大路
七条大路
八条大路
九条大路
（南京極）四

坊
大
路

（
西
京
極
）

三
坊
大
路

二
坊
大
路

一
坊
大
路

朱
雀
大
路

一
坊
大
路

二
坊
大
路

三
坊
大
路

（
東
京
極
）

四
坊
大
路

五
坊
大
路

六
坊
大
路

七
坊
大
路

富
雄
川

秋
篠
川

広大寺池

佐 保 川

羅
城
門

秋篠寺

朱雀門

法華寺（もと藤原不比等邸）西大寺
正倉院

唐招提寺
薬師寺

西市 東市

東大寺
長屋王邸
藤原仲麻呂邸

大安寺

興福寺
元興寺
春日大社

紀寺
三笠山

三月堂大極殿・朝堂院

平城宮

右

京

左

京

若草山

あきしのでら

とうしょうだい じ き でら

ほっ け じ

わかくさ

かすが たいしゃ

み かさ

だいごくでん

ぼ
う
お
お
じ

0 2km

2平城京図　朱
すざく

雀大
おお

路
じ

を中心に左京・右京にわかれ、東市・西
市がおかれた。中国の都

と

城
じょう

にみられる全体を囲む城壁はなかっ
たとされる。長岡京に遷都後、大寺院周辺を除いて水田化した。

4富本銭（左）と和同開珎（右、 銅
どう

銭
せん

）　富本銭（銅銭）は、奈良県の飛
あすか

鳥
池
いけ

遺
い

跡
せき

で製作工房跡が発見され、和
同開珎（銀銭・銅銭）よりも古い銭貨
であることがわかった。 （実物大。左：
奈良文化財研究所蔵。右：日本銀行金融研

究所貨幣博物館蔵）

3平城宮跡　朱雀門と大極殿が復元された。 （奈良県）

■5
天
皇
家
と
藤
原
氏
の
関
係
系
図
（1）▲

p.48

光
仁

天
智

桓
武

平
城

嵯
峨

仁
明

元
正

聖
武

孝
謙
（
称
徳
）

元
明

文
武

淳
仁

天
武

持
統5

6

3

8

7

10
13

12

11

1

14

16

淳
和

15

4

2

9

草
壁
皇
子

光
明
子

不
比
等

県
犬
養
橘
三
千
代

藤
原
鎌
足

長
屋
王

武
智
麻
呂

仲
麻
呂（
恵
美
押
勝
）

房
前

麻
呂
宇
合

冬
嗣

広
嗣

宮
子

（
南
家
）

（
北
家
）

（
式
家
）

（
京
家
）

天
皇
家
と
藤
原
氏
の
関
係
系
図
（1） 

↓
P.59

太字は天皇、数字は皇位継承の順、
赤い数字は女性天皇

〔
天
皇
家
〕

〔
藤
原
氏
〕

か
ん
む

へ
い
ぜ
い

こ
う
に
ん

さ

が

に
ん
み
ょ
う

じ
ゅ
ん
な

げ
ん
し
ょ
う

こ
う
け
ん

く
さ
か
べ

か
ま
た
り

あ
が
た
い
ぬ
か
い
の
た
ち
ば
な
の  

み   

ち   

よ

げ
ん
め
い

も
ん
む

じ
ゅ
ん
に
ん

し
ょ
う
と
く

じ
と
う

て
ん 

じ

て
ん 

む

む

ち

ま

ろ

な
か 

ま

ろ

え 

み
の
お
し
か
つ

ふ
さ
さ
き

ま

ろ

う
ま
か
い

ふ
ゆ
つ
ぐ

ひ
ろ
つ
ぐ

み
や
こ

大極殿

朱雀門
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本文を補足する「注」は、
必要な部分を簡潔に記
しました。

図や地図、グラフはカラー
ユニバーサルデザインに配
慮し、見やすい配色や線種
で作成しています。
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5

10

15

20

娘の光
こう

明
みょう

子
し

を聖
しょう

武
む

天皇の皇
こう

后
ごう

にたてることに成功した。これは皇
こう

族
ぞく

出身ではない皇后の最初の例となった。

　ところが、藤原 4 兄弟はあいついで疫
えき

病
びょう

で倒れ、その後は、皇

族出身の 橘
たちばなの

諸
もろ

兄
え

が政
せい

権
けん

をにぎり、唐
とう

から帰国した玄
げん

昉
ぼう

や吉
き

備
びの

真
まき

備
び

が活躍した。これに反発した藤原広
ひろ

嗣
つぐ

は、九州で乱をおこしたが

敗死した（藤原広嗣の乱）。

　疫病の流行や政情不安のなかで、聖武天皇は恭
く

仁
に

・難
な に わ

波・紫
し

香
が

楽
らき

と 都
みやこ

を移し、 この間の741（天
てん

平
ぴょう

13）年に国
こく

分
ぶん

寺
じ

建
こん

立
りゅう

の 詔
みことのり

7、

743（天平15）年には大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の詔8を出し、仏教の力により国家が

まもられ安定するよう願った。東
とう

大
だい

寺
じ

大仏はこうした背景のもとで

造立され、752（天
てん

平
ぴょう

勝
しょう

宝
ほう

4 ）年、孝
こう

謙
けん

天皇のときに、大仏開
かい

眼
げん

の

儀
ぎ

式
しき

がおこなわれた。

　孝謙天皇の時代には、藤原仲
なか

麻
ま

呂
ろ

が光明皇
こう

太
たい

后
ごう

と結んで勢力をの

ばし、 淳
じゅん

仁
にん

天皇を即位させると、恵
え

美
みの

押
おし

勝
かつ

の名をたまわり、権力

を独占した。しかし、孝謙太
だい

上
じょう

天皇❸（のちの 称
しょう

徳
とく

天皇）が僧
そう

道
どう

鏡
きょう

を 寵
ちょう

愛
あい

して淳仁天皇と対立すると、仲麻呂はそれに対抗して挙
きょ

兵
へい

したが敗死した（恵美押勝の乱）。道鏡は法
ほう

王
おう

の称号をうけて権
けん

勢
せい

を

ふるったが、称徳天皇が亡
な

くなると、藤原氏などの貴族は道鏡を追

放し、あらたに天
てん

智
じ

天皇の孫の光
こう

仁
にん

天皇をたて、混乱した政治の再

建につとめることになった9。

新しい土地政策
自然災害や天候不順に影響されて飢

き

饉
きん

もおこり

やすく、律
りつ

令
りょう

にもとづく支配は、社会の動揺

を招いた。農民のなかには、重い負担をのがれるために浮
ふ

浪
ろう

や逃
とう

亡
ぼう

701～760 位724～749

684～757 ? ～746 693? ～775

? ～740

▶p.422

位749～758

706～764

位758～764

位764～770 ? ～772

位770～781

❸太上天皇は 譲
じょう

位
い

した天皇の
称。略して上皇ともいう。奈良時
代には、譲位後の太上天皇も天皇
在位時と同じような権力や権

けん

威
い

をもった。

■7
国
分
寺
建
立
の
詔

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
…
…
宜よ
ろ

し
く
天
下
諸
国
を
し
て

各お
の
お
の

敬つ
つ
しみ

て
七
重
塔
一
区
を
造
り
、
幷あ
わ

せ
て
金こ
ん

光こ
う

明
み
ょ
う

最さ
い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う・
妙
み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

各
一
部
を
写
さ
し
む
べ

し
。
…
…
僧
寺
に
は
必
ず
廿
（
二
十
）僧
有
ら
し
め
、
其
の
寺

の
名
を
金
光
明
四し

天て
ん

王の
う
護ご

国こ
く
之の

寺て
ら

●❶
と
為な

し
、
尼
寺
に

は
一
十
尼
あ
り
て
、
其
の
寺
の
名
を
法ほ
っ

華け

滅め
つ

罪ざ
い

之
寺
●❷

と
為
し
、
両
寺
相あ
い

共
に
宜
し
く
教
き
ょ
う

戒か
い

●❸
を
受さ
ず
く
べ
し
。

…
…
」と
。 

（『
続
し
ょ
く
日に

本ほ
ん
紀ぎ

』）

●❶
国
分
寺
。
●❷
国
分
尼
寺
。
●❸
教
え
。

QRコード

現代語訳

■■8
大
仏
造
立
の
詔

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
…
…
粤こ
こ

に
天
平
十
五
年
歳
次

癸み
ず
の
と
の

未ひ
つ
じ

十
月
十
五
日
を
以も
っ
て
、
菩ぼ

薩さ
つ
の
大
願
●❶
を
発お
こ

し
て
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

●❷
の
金
銅
像
一
軀く

を
造
り
奉
た
て
ま
つる
。
…
…

夫そ

れ
天
下
の
富
を
有た
も
つ
者
は
朕ち
ん
な
り
。
天
下
の
勢
を
有

つ
者
も
朕
な
り
。
こ
の
富
勢
を
以
て
こ
の
尊
像
を
造

る
。
…
…
」と
。 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
仏
教
を
興
隆
し
、
衆し
ゅ

生じ
ょ
うを
救
お
う
と
い

う
願
い
。
●❷
華け

厳ご
ん

経き
ょ
うの

本
尊
。
仏ぶ
っ

国こ
く

土ど

を

あ
ま
ね
く
照
ら
す
仏
。

QRコード

現代語訳

6「長屋親
しん

王
のう

」の文字がみえる木簡　
平城京左京の長屋王邸の遺

い

跡
せき

から出
土した、王家への貢

こう

納
のう

品につけられ
た荷

に

札
ふだ

。 （長さ21.4cm。奈良文化財研究所
蔵）

木簡
木簡は細長い木札に墨

すみ

で
文字を記したもので、古代
には、紙と使いわけて、文
書や調庸の荷札など、さま
ざまな用途でもちいられ
た。その時に書かれた同時
代史料であり、木簡の内容
から新しい史実が確かめら
れることも多い。平

へい

城
じょう

京
きょう

跡の長屋王家木簡6か
らは、王家の生活や家政運
営、家内で働く人びとの実
態などが、明らかになった。

Topic

QRコード

木簡

くわしく
みてみよう
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2 平城京の時代 37

5

10

15

する者も多くなった。また、人口が増加すると口
く

分
ぶん

田
でん

は不

足し、それに対応して安定した税を確保するためにも、政

府は土地の制度を見直すことになった。

　政府は耕地をふやそうとして、722（養
よう

老
ろう

6 ）年、長
なが

屋
や

王
おう

のもとで百
ひゃく

万
まん

町
ちょう

歩
ぶ

の開
かい

墾
こん

計画をたてたが成果はあがらず、

翌723（養老 7）年には、三
さん

世
ぜ

一
いっ

身
しん

法
ほう

⓾を出した。この法は、

新しく灌
かん

漑
がい

施設をつくって田を開墾した者には 3世（本

人・子・孫）にわたる私有を認め、すでにある灌漑施設を

利用した開墾地は本人に限り私有を認めるというものであった。期

限つきで土地の私有を認めて開墾を奨
しょう

励
れい

したのである。

　さらに743（天平15）年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

�を出し、位
い

階
かい

や役職に

よって開墾できる面積を定めて、開墾した土地の永
えい

久
きゅう

私有を認め

るにいたった。この法は、未開地を開墾した墾田にまで政府の支配

がおよぶようにする積極策であったが、 荘
しょう

園
えん

という大土地所有が

広がる原因ともなった❹。墾田永年私財法が出ると、力のある中央

貴族や寺院などは、きそって山野の開墾に乗り出した。これを初期

荘園とよぶ。初期荘園はのちの荘園とは異
こと

なり、律令国家の力を背

景とし、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

の地方統治のしくみを利用してつくられたもの

で、郡司の力が弱まると衰えていった。

▶ p.55

墾田永年私財法が律令国家を崩壊さ
せたのだろうか。

Q

❹荘園（荘）とは、開墾した土地に
たてた別宅や倉庫などと、まわり
の墾田とをあわせたものをいう。

光仁・桓武天皇と皇統の交代
天智天皇の孫白

しら

壁
かべ

王
おう

は称徳天皇の死後、光仁天皇として擁
よう

立
りつ

された。皇后には井
い の え

上内
ない

親
しん

王
のう

（聖武天皇皇
こう

女
じょ

）、皇
こう

太
たい

子
し

に
はその子他

おさ

戸
べ

親王が立ったが、のち廃された。藤原氏の支援
もあり、高

たか

野
のの

新
にい

笠
がさ

のうんだ山
やま

部
べ

親王がかわって皇太子とな
り、称徳天皇までの天武系の皇

こう

統
とう

から天智系へと移った。

Topic

■⓾
三
世
一
身
法

　太だ
い

政じ
ょ
う

官か
ん

奏そ
う

●❶
す
ら
く
、「
頃こ
の
ご
ろ者

百
姓
漸
よ
う
や

く
多お
お
く
し
て
、
田
池
窄さ
く

狭き
ょ
う

●❷
な
り
。
望
み

請こ

ふ
ら
く
は
、
天
下
に
勧す
す

め
課お
お

せ
て
、
田で
ん

疇ち
ゅ
うを
開ひ

闢ら

か
し
め
ん
。
其そ

の
新
た
に
溝こ
う

池ち

を
造
り
、
開
墾
を
営
む
者
有
ら
ば
、
多
少

を
限
ら
ず
、
給
ひ
て
三
世
●❸
に
伝
へ
し
め

ん
。
若も

し
旧ふ
る

き
溝
池
を
逐お

は
ば
●❹
、
其
の

一
身
に
給
せ
ん
」と
。 

 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
太
政
官
が
天
皇
に
上
じ
ょ
う
申し
ん
す
る
書
。
●❷
せ
ま
い
。

●❸
本
人
・
子
・
孫
の
三

代
。
子
・
孫
・
曽そ
う
孫そ
ん
の
三

代
と
す
る
説
も
あ
る
。
●❹

既
設
の
溝
や
池
を
利
用
し

て
開
墾
し
た
場
合
に
は
。

QRコード

現代語訳

■�
墾
田
永
年
私
財
法

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
聞
く
な
ら
く
、
墾
田

は
養
老
七
年
の
格
き
ゃ
く

●❶
に
依よ

り
て
、
限げ
ん

満み

つ

る
後
、
例
に
依
り
て
収
授
す
。
是こ
れ

に
由よ

り

て
農
夫
怠た
い

倦け
ん

し
て
、
開
け
る
地
復ま

た
荒

る
、
と
。
今
よ
り
以
後
、
任ま
ま

に
●❷
私
財
と

為な

し
、
三
世
一
身
を
論
ず
る
こ
と
無
く
、

咸み
な

悉こ
と
ご
とく
に
永
年
取
る
莫な
か
れ
。
…
…
」と
。

 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
三
世
一
身
法
を
さ
す
。

●❷
意
の
ま
ま
に
。

QRコード

現代語訳

721 1 長屋王、右大臣となる
729 2 長屋王の変
 8 光明子、皇后となる
734 1 藤原武

む

智
ち

麻
ま

呂
ろ

、右大臣となる
737 疫病流行、武智麻呂ら 4 兄弟死去
738 1 橘諸兄、右大臣となる
740 9 藤原広嗣の乱
 12 恭仁京に遷

せん

都
と

745 5 平城京へもどる
752 4 東大寺大仏開眼会
757 7 橘奈

な

良
ら

麻
ま

呂
ろ

の変
760 1 藤原仲麻呂、大

だい

師
し

（太政大臣）となる
761 僧道鏡、孝謙太上天皇を治療
764 9 恵美押勝（藤原仲麻呂）の乱
765　閏10 道鏡、太政大臣禅

ぜん

師
じ

となる
769 9 宇

う

佐
さ

八
はち

幡
まん

神
しん

託
たく

事件
770 8 道鏡を下

しも

野
つけ

に追放
 10 光仁天皇即位

■98世紀の政情（月は陰暦）

720 8 藤原不
ふ

比
ひ

等
と

、死去
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本文の内容に関連する動画が参照できます。生徒の興味・関心を高めます。

関連する叙述を参照するための「参照ページ」を付しました。
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白鳳文化
7 世紀後半から 8世紀初頭にかけて、天

てん

武
む

天皇と持
じ

統
とう

天皇が築いた藤原京を中心に、あらたな傾向の文化が

花開いた。天皇の権
けん

威
い

が高まり、新しい律
りつ

令
りょう

国
こっ

家
か

を建設しようと

する意欲に満ちていた時代の文化で、これを白
はく

鳳
ほう

文化とよぶ。

　飛
あすか

鳥時代にさかんになった仏教は、国家の保護をうけてさらに発

展し、地方にも広まった。仏教をあつく信仰した天武天皇によって、

薬
やく

師
し

寺
じ

などの大寺院がたてられるとともに、国家が寺院・僧
そう

侶
りょ

を強

く統制するようになった。また、国家による神社の編成もすすみ、

とくに伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

が重んじられた。

　文芸の面では、 宮
きゅう

廷
てい

で漢
かん

詩
し

文
ぶん

がさかんになったほか、和
わ

歌
か

も漢

詩の影響をうけて五
ご

七
しち

音
おん

の詩型が定まり、 柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

らの歌
か

人
じん

が、

心情を素直に表現する歌をよんだ。

　美術の面でも、唐
とう

代
だい

初期の影響をうけた作風が開花した。建築で

は、平
へい

城
じょう

京
きょう

に移った薬師寺の東
とう

塔
とう

1が白鳳様
よう

式
しき

の美しさを伝えて

いるといわれ、 彫
ちょう

刻
こく

では、興
こう

福
ふく

寺
じ

仏
ぶっ

頭
とう

2などの金
こん

銅
どう

像
ぞう

3が、人間的

で若々しい時代の雰
ふん

囲
い

気
き

をあらわしている。絵画では、高
たか

松
まつ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

の壁
へき

画
が

5が、中国や朝鮮半島の影響をうけているとされ、焼損した

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

の壁画4は、インドや西
さい

域
いき

の様式も取り入れている。

律令国家の文化3

生没年不詳

1薬師寺東塔　三
さん

重
じゅうの

塔
とう

の各層に裳
も

階
こし

という小さな屋根がついて、六重
塔のようにみえる。730（天平 2）年こ
ろの建築だが、白鳳期の様式を伝え
ているとされる。（高さ約34.1m。奈良
県）

2興福寺仏頭　もと飛鳥
の山田寺の本尊。源平の争
乱のころ、興福寺の僧徒が
もち去り、東

とう

金
こん

堂
どう

の本尊と
したが、室

むろ

町
まち

時代の火災で
頭部のみが残った。（高さ
98.3㎝。奈良県） 3薬師寺金堂薬

やく

師
し

三
さん

尊
ぞん

像　中央の薬師如
にょ

来
らい

にむかって左が月
がっ

光
こう

菩薩、右が日
にっ

光
こう

菩
薩である。金銅像で、当初は鍍

と

金
きん

されていたが、火災により現状は黒光りしてい
る。（中央の像は高さ254.7㎝）
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3 律令国家の文化 39

5

10

15

20

天平時代の文芸と学問
奈
な

良
ら

時代に平城京を中心に栄えた文化は、

律令国家の繁
はん

栄
えい

を背景とした、はなやか

な貴族文化であった。この文化を、 聖
しょう

武
む

天皇の時代の年号をとっ

て天
てん

平
ぴょう

文化とよぶ。遣
けん

唐
とう

使
し

がもたらした最盛期の唐文化の影響が

強い、国
こく

際
さい

色
しょく

豊かな文化である。

　律令国家としての意識の高まりは、歴史書の編さん事業にあらわ

れている。天武天皇のころから始まっていたその事業は、712（和
わ

銅
どう

5 ）年の『古
こ

事
じ

記
き

』、720（養
よう

老
ろう

4 ）年の『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』となって実を結んだ。

『古事記』は天武天皇が稗
ひえ

田
だの

阿
あ

礼
れ

によみならわせた内容を太
おおの

安
やす

万
ま

侶
ろ

が記録したもので、朝廷の伝承がまとめられている。『日本書紀』は

中国の歴史書の体
てい

裁
さい

をふまえて編さんされた最初の漢文体の史
し

書
しょ

で

ある。これをうけて、10世紀の初めまで国家事業として史書の編さ

んが続き、『日本書紀』をふくむいわゆる六
りっ

国
こく

史
し

がつくられることに

なった。また政府は、諸国に対して国内の地理・産物・伝説などを

まとめるよう命じ、風
ふ

土
ど

記
き

が編さんされた。

　文芸では、漢詩文が貴族の教養として重んじられ❶、淡
おう

海
みの

三
み

船
ふね

ら

の文人が出た。和歌では、 山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

・大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

らの歌人が出て、

個性的な短
たん

歌
か

や長
ちょう

歌
か

をよんだ。 8世紀末には『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』が編集され、

天皇や貴族の歌とともに、 東
あずま

歌
うた

・防
さき

人
もり

歌など地方農民の素
そ

朴
ぼく

な歌

もおさめられた。それらの歌は、万葉仮
が

名
な

をもちいつつ、漢字の

音
おん

・訓
くん

をくみあわせて表記されている。

　教育機関としては、中央に大
だい

学
がく

、諸国に国学がおかれ、貴族や豪
ごう

族
ぞく

の子
し

弟
てい

を対象に、儒
じゅ

教
きょう

の経
きょう

典
てん

を学ばせるなどの教育がおこなわ

れた。

654? ～ ? ? ～723

722～785

660～733? 717? ～785

天平文化の国際性はどのような背景
によってうまれたのだろうか。

Q

律令国家はなぜ六国史や風土記を編
さんしたのだろうか。

Q

❶現存最古の漢詩集『懐
かい

風
ふう

藻
そう

』が
編さんされた。

5高松塚古墳壁画　 宮
きゅう

廷
てい

につかえ
る女性たちをえがいたもので、当時
の服装などがわかる。中央の女性像
は約40㎝。（奈良県、国〈文部科学省所
管〉、明日香村教育委員会）

4法隆寺金堂壁画（左）とアジャンター石
せっ

窟
くつ

寺院の壁画（右）にえ
がかれた菩

ぼ

薩
さつ

像　法隆寺壁画の顔の表情やするどい輪
りん

郭
かく

線に、イ
ンドの壁画からの影響がみられる。
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白鳳文化を、天平文化
とつなげて記述するこ
とで、両者の連続性や
相違がわかりやすくな
るよう、工夫しました。

本文を読む際の着眼点となる
「Ｑ（問い）」を設けました。
学習の要点を捉えやすくする
とともに、考察を促します。

（解答例は、教師用指導書で扱ってい
ます）
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5

10

天平時代の仏教と美術
仏教は、仏法の力によって国家を安

定させるという鎮
ちん

護
ご

国家の思想のも

とに、国家の保護をうけてさらに発展した。平
へい

城
じょう

京
きょう

には政府

によって大寺院がたてられ、多くの僧
そう

侶
りょ

が集まって仏教の興隆

にはげんだ。僧侶たちは寺院のなかで活動し、国家をまもるた

めの経
きょう

典
てん

を読んだり、のちに南
なん

都
と

六
ろく

宗
しゅう

とよばれる諸宗❷の仏

教理論を研究したりした。寺院外での活動は政府によりきびし

く規制されたが、 行
ぎょう

基
き

は民衆への布
ふ

教
きょう

や社会事業に力をつく

し、のちに政府からその功績を認められた。そのほか、唐から

来日して僧侶に戒
かい

律
りつ

をさずけるしくみをととのえた鑑
がん

真
じん

なども、

仏教の興隆に大きく貢
こう

献
けん

した。

　美術では、全盛期の唐
とう

の影響を強くうけつつ、仏教絵画など

がえがかれた8。建築では、寺院建築の技法がいっそう発達し、

668～749

▶ p.34

❷経典の研究によりわかれた三
さん

論
ろん

・ 成
じょう

実
じつ

・ 法
ほっ

相
そう

・ 俱
く

舎
しゃ

・ 華
け

厳
ごん

・律
りつ

の 6 宗。

7正倉院宝庫　もと東大寺の倉。左から南
なん

倉
そう

・ 中
ちゅう

倉
そう

・北
ほく

倉
そう

で、

南北両倉は三角材を横にして壁を組みあげた校倉造の構造をも
つ。（正面約33m。奈良県）

6唐招提寺金堂　唐招提寺は鑑真の創
そう

建
けん

。金堂は奈良時代建築の
代表で、前面に吹き放しの柱を 8 本ならべ、外側ほど柱の間隔を
せまくし、重い屋根を支えている。770年代。（正面約28m。奈良県）

8過去現在絵因
いん

果
が

経
きょう

　釈
しゃ

迦
か

の伝記を記した因果経を下段に書き、上段にそ
の内容に応じた絵をえがいた巻物。原本は唐で制作されたという。（部分、東京
藝術大学蔵）

9興
こう

福
ふく

寺
じ

阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

　仏をまもるインド
の神である八

はち

部
ぶ

衆
しゅう

の 1 つ。うれいをた
だよわせる少年のような表情、三

さん

面
めん

六
ろっ

臂
ぴ

の大胆な空間表現に特色がある。乾漆
像。（高さ約153㎝。奈良県）

⓾東大寺法華堂執
しゅ

金
こん

剛
ごう

神
しん

像　右手に金
こん

剛
ごう

杵
しょ

という法具をもち、怒りの表情で法華堂
の鬼

き

門
もん

をまもる。金剛力士像としては最古
とされる。塑像。（高さ約173㎝。奈良県）
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3 律令国家の文化 41

5

10

唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金
こん

堂
どう

6などの堂々たる建物がつくられた。正
しょう

倉
そう

院
いん

宝
ほう

庫
こ

7

も校
あぜ

倉
くら

造
づくり

の貴重な建物である。

　彫
ちょう

刻
こく

では、粘
ねん

土
ど

や木でおおよその形をつくり、その上に麻
あさ

布
ぬの

を

貼
は

って、漆
うるし

などで塗り固めた乾
かん

漆
しつ

像
ぞう

9や、木を芯
しん

にしてその上を粘

土で固めた塑
そ

像
ぞう

⓾などの技法�がさかんになった。東
とう

大
だい

寺
じ

法
ほっ

華
け

堂
どう

に

伝えられた仏像群�や唐招提寺の鑑真像�には、繊細で表情豊かな

表現がみられる。また光
こう

明
みょう

皇
こう

太
たい

后
ごう

が東大寺におさめ

た、亡
な

き聖
しょう

武
む

太
だい

上
じょう

天皇の愛用品を中心とする正倉院

宝物�～ �のなかには、唐や新
しら ぎ

羅ばかりでなく、西
さい

域
いき

・東ローマあるいは西アジア・インドの産品や素

材を使ったものもあり、天
てん

平
ぴょう

文化の国際性を物語っ

ている。

▶ p.36

正倉院宝物の国際性
螺
ら

鈿
でん

紫
し

檀
たんの

五
ご

絃
げん

琵
び

琶
わ

�は、インド起源とされ
る五絃琵琶の現存する唯一のものである。イ
ンド産の木材紫檀を使い、東南アジア産の貝
殻を散りばめる螺鈿の技法で細工がほどこさ
れている。表にはラクダに乗って琵琶を弾く
西域の人物、裏には中国でデザインされた唐
花紋など、異国風の図柄がほどこされている。

Topic

�螺鈿紫檀五絃琵琶　
聖武太上天皇の愛用品で
正倉院宝物。（全長108.1㎝）

�鳥
ちょう

毛
もう

立
りゅう

女
じょ

屛
びょう

風
ぶ

（左）と樹
じゅ

下
か

美人図（右）　
左は正倉院宝物。右は西域のトルファンの出
土（MOA美術館蔵）。木

こ

陰
かげ

にふくよかな女性が立
つ構図や服装に共通性がある。（部分）

�ガラスの碗
わん

　左は正倉院宝物。右はイ
ランの出土品（古代オリエント博物館蔵）。とも
にササン朝で製作されたカットグラスの碗。 

（左、高さ8.5cm）

�東大寺法華堂不
ふ

空
くう

羂
けん

索
さく

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

　衆
しゅ

生
じょう

を縄で
すくい上げる仏。豪華な宝

ほう

冠
かん

をかぶり、三目八
はっ

臂
ぴ

の
堂々たる体

たい

軀
く

に繊
せん

細
さい

な衣
え

文
もん

をほどこす乾漆像（高さ

362.0㎝）。 脇
きょう

侍
じ

の日
にっ

光
こう

（向かって右）・月
がっ

光
こう

（同左）の両
菩薩は塑像。2011（平成23）年以前のようす。

麻
布
を
重
ね
て

中
塗
土
仕
上
土

し
　あ
げ
つ
ち

荒
土
支
柱

座板

心
木

銅
心

漆
で
固
め
る

塑　像 乾漆像

�仏像の技法　塑像と乾漆像　塑像にくら
べ乾漆像は手間がかかるが、最後に芯を抜く
ので仕上がりは軽く、移動も容易である。

�唐招提寺鑑真像　日本への
渡
と

航
こう

にたびたび失敗し、753
（天
てん

平
ぴょう

勝
しょう

宝
ほう

5 ）年に来日した。
失明した顔の表情などをきめ
細かく表現している。乾漆像。

（高さ80.1㎝）
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文化史は、特集ページとせず
に、本文と関連付けてレイア
ウトしました。写真を大きく
豊富に掲載し、ていねいな解
説を付しました。

約720点の豊富な図
版を掲載しました。
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68 歴史資料と中世の展望

5

10

15

20

1 『年中行事絵巻』 （ 朝
ちょう

覲
きん

行幸の図、田中家蔵）

　中世には絵画が多く制作されたので、それらをみてゆくと人びとの動きや
ものの見方がうかがえる。それぞれの絵画が何を目的にしてえがかれたのか
を考えながら、目をこらし、人びとの行動や背景としてえがかれた風景に注
目してみよう。ここでは、中世に一貫して政治や文化の中心であった京都を
えがいた作品 1～ 3をならべたので、比較して時代の推移をみてみよう。

『年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

絵
え

巻
まき

』 1
　保

ほう

元
げん

の乱（1156年）後、乱で荒れた 都
みやこ

の再生をはかった後
ご

白
しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

の命によ

って制作された、都とその周辺でおこ

なわれた年中行事をえがく絵巻である。

場面は、二
に

条
じょう

天皇が年
ねん

頭
とう

の挨
あい

拶
さつ

のため、

父の後白河上皇のいる法
ほう

住
じゅう

寺
じ

御
ご

所
しょ

にむ

かう行
ぎょう

幸
こう

のようすがえがかれている。

絵画から
中世社会をさぐる

歴史資料と中世の展望

行列のゆく都の大
おお

路
じ

、それをみつめる町中の人びとの視線、
住んでいる家のようすにも注目しよう。そのうえで、上皇がど
うしてこの場面をえがかせたのかを考えたい。『年中行事絵巻』
には、ほかにどのような場面がえがかれたのだろうか。

Q

門
かど

松
まつ

行
ぎょう

列
れつ

を見送る老
ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

の表情
や姿に注目しよう。家々に門松がた
てられているのはなぜだろうか。
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絵画から中世社会をさぐる 69

5

10

『一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』2
　時

じ

宗
しゅう

を開いた一遍（▶p.83）の生涯を

14世紀初めにえがいた絵巻である。

各地を遊
ゆ

行
ぎょう

しつつ念
ねん

仏
ぶつ

をすすめて

いた一遍が、京都に入って熱狂的に

迎えられている場面である。

踊念仏がおこなわれるのはどのような場所で、どのような人びとがどのようなよう
すで集まっているのか注意してみてみたい。えがかれている建物が何であるか、通りをゆ
くのはどのような人かについても考えてみよう。念仏が踊りとして舞台でおこなわれた理
由も考えてみたい。さらにこの場面の前後には何がえがかれているかを調べてみよう。

Q

祇
ぎ
園
おん

社
しゃ
→

鴨
かも

川
がわ

祇園社大
おお

鳥
とり
居
い

四条大
おお

橋
はし

四条大路

熱狂する群集にはどのような人び
とがいるだろうか。年齢・性別・
身分などに注目してみてみよう。
物
もの

見
み

櫓
やぐら

は何のために設置されて
いるのだろうか。

通りにはどのような人びとが
往
おう

来
らい

しているだろうか。

2 『一遍上人絵伝』 （巻 7 、四
し

条
じょう

釈
しゃ

迦
か
堂
どう

の図、東京国立博物館蔵）

QRコード
一遍上人絵伝

（巻 7）

くわしく
みてみよう

見
み
世
せ
棚
だな

武士の一
いっ

行
こう

物見櫓

釈迦堂

一遍
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歴史資料と各時代の展望では、生徒がさまざまな
資料から情報を読み取り、時代の特色について考
察することで、その後の学習に見通しをもった授
業を展開できます。

資料のどこに注目するとよいの
か、適宜示しました。

18 19



70 歴史資料と中世の展望

『洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

』3
　16世紀の戦国時代になると、各地の戦国大

だい

名
みょう

の求めに応じ、京都とその周

辺をえがいた屛風絵が数多く制作された。 3 は、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

の山
やま

鉾
ぼこ

が、四条大
おお

路
じ

のつきあたりにある祇
ぎ

園
おん

社
しゃ

（八
や

坂
さか

神社）へ巡
じゅん

行
こう

している場面である。

3 『洛中洛外図屛風』狩
かのう

野永
えい

徳
とく

筆 （右
う
隻
せき

、部分、米沢市〈上
うえ

杉
すぎ

博物館〉蔵）

❶

❷

❸
町通り

船
ふな

鉾
ぼこ

室
むろ

町
まち
通り

鶏
にわとり

鉾
ぼこ

四
条
大
路

函
かん
谷
こ
鉾
ぼこ

西
にしの

洞
とう

院
いん
通り

QRコード
洛中洛外図

屛風

くわしく
みてみよう
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5

10

15

絵画から中世社会をさぐる 71

❶ 同じ京都をえが
いた絵画なのに、前
の絵 1 2 とは違って、
3 が屛風にえがかれ
ているのはなぜだろ
うか。

Q

❷

神輿

鴨
かも

川
がわ

↑
祇
園
社

長刀鉾

蟷
かまきりやま

螂山

傘
かさ

鉾
ぼこ

●❶山鉾巡行　神
みこし
輿につづき、 長

なぎ
刀
なた

鉾を先頭に巡行する。
山鉾の大きさや数、装飾に注目しよう。祭りに参加している
人の扮

ふん
装
そう

と、見
けん

物
ぶつ

する人びとの姿もくらべてみよう。
●❷風

ふ

流
りゅう

踊
おど

り　そろいの衣
い

装
しょう

や飾りを身につけ、踊りなが
ら通りを練り歩いている。
●❸草

わ ら じ

鞋を商う店　家のなかの人は何をしているのだろうか。
また、家のつくりや屋根のようすにも注目し、p.68 1・69 2
との違いを説明してみよう。

3つの絵 1 〜 3 にはいずれも都大路のにぎ
わいがえがかれている。つぎのような点に
着目して、中世の特徴について仮説をたて
てみよう。
・商工業の発達（見

み
世
せ
棚
だな
、商人、祭りのようすなど）

・さまざまな集団（朝
ちょう
廷
てい
や武
ぶ
士
し
、宗教や民衆の組

織など）

・建物や通りの施設（家、町並み、橋など）

・絵画がえがかれた目的（製作者、題材など)

❸
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2次元コードから、細部や前後
の画像を参照できます。

判型を大きくしたことで（A5→B5判）、図版も見やすくなりました。

生徒が仮説を表現しやすいよう工夫しました。
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106 周辺地域を学ぶ

5

10

15

20

25

　日本の九州・台
たい

湾
わん

・中
ちゅう

国
ごく

大陸のそれぞれの位置から約500㎞の距離にあ

り、古くから東シナ海の海上交通の要
よう

衝
しょう

となってきた沖縄の歴史を振り返っ

てみよう。

　弥
や よ い

生文化は南
なん

西
せい

諸島にはおよばなかったため、沖縄本島では貝
かい

塚
づか

後期文化

とよばれる食料採
さい

集
しゅう

文化が長く続いたが、12世紀ころから米・麦の農
のう

耕
こう

が

本格的に始まり、グスクが形成されていった。グスクは当初は集落や聖地か

らなっていたが、その指導者である按
あ

司
じ

の成長とともに、しだいに立派な石
いし

垣
がき

のグスク（城）がつくられるようになった。13世紀、モンゴルの動きが東ア

ジアに大きな影響をあたえるなか、沖縄本島では各地の按司がグスクを拠点

に勢力を広げていき、やがて山
さん

北
ほく

・中
ちゅう

山
ざん

・山
さん

南
なん

の 3つの勢力（三
さん

山
ざん

）に統合

されていった。

　1372（応
おう

安
あん

5 ）年、中山王が明
みん

に入
にゅう

貢
こう

し、これをきっかけに中国との朝
ちょう

貢
こう

貿易が展開されるようになった。1429（永
えい

享
きょう

元）年、中山王尚
しょう

巴
は

志
し

が三山を

統一し、琉
りゅう

球
きゅう

王国をつくり上げると、琉球王国は明や日本などと交
こう

易
えき

する

とともに、海外貿易をさかんにおこなった。

　琉球船は東アジア諸国間の中
ちゅう

継
けい

貿易に活躍し、南方のジャワ島・スマト

ラ島・インドシナ半島などにまで行動範囲を広げたので、王国の都
みやこ

首
しゅ

里
り

の

外港である那
な

覇
は

は重要な国際港となり、琉球王国は貿易立国として繁
はん

栄
えい

し

た。その最盛期は16世紀前半であり、その後、ポルトガル・スペインが東ア

ジアへ進出すると、琉球王国の中継貿易の役割は小さくなった。

　やがて豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

や薩
さつ

摩
ま

の島
しま

津
づ

氏が服属を求めたため動揺が始まり、1609

（慶
けい

長
ちょう

14）年に薩摩藩に征服され、王国の体制のまま日本に服属することと

なった。

　なお、14～15世紀から1879（明治12）年の琉球処分まで、琉球王国の王城と

して栄えた首里城は、1945（昭和20）年の沖縄戦で破壊され、その後復元され

たが、2019（令和元）年に再度焼損した。

▲
�p.11

▲ �

p.92

▲ �

p.131

首里城（沖縄県） 琉球の三山分立

琉
球
王
国

周辺地域を学ぶ
❸

山北

中山

山南

沖縄島

おもな城跡

347

太

平

洋

玉城

勝連中城
首里

那覇

今帰仁

名護岳

たまぐすく

かつれん

な き じん

な ご だけ

●

0 20km

Ⅲ第　　　　部

近
世

西
暦

時
代

文
化

政
治

主
要
事
項

朝
鮮

中
国

江　戸安土・
桃山

清明

（織豊政権）（幕藩政治の成立） （平和と安定） （ 内 憂 外 患 ）（幕 政 改 革）

室
町
幕
府
滅
亡

豊
臣
秀
吉
、
全
国
統
一

文
禄
・
慶
長
の
役

江
戸
幕
府
成
立

三
十
年
戦
争

鎖
国
英
、
イ
ギ
リ
ス
革
命

仏
、
ル
イ
十
四
世
即
位

英
、
名
誉
革
命

露
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
即
位

正
徳
の
政
治

享
保
の
改
革

清
、
乾
隆
帝
即
位

田
沼
時
代

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

寛
政
の
改
革

フ
ラ
ン
ス
革
命

ペ
リ
ー
来
航

太
平
天
国
の
乱

天
保
の
改
革

ラ
ク
ス
マ
ン
、
根
室
に
来
航

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
皇
帝
即
位

異
国
船
打
払
令

ア
ヘ
ン
戦
争

〔桃　山〕 〔寛　永〕 〔元  禄〕 〔宝 暦・天 明〕 〔化　 　　政〕

部扉 - 年表 2部

朝鮮

・ ・ ・ ・ ・ ・1600 1650 1700 1750 1800 1850

世界遺産：石
いわ

見
み

銀山遺跡とその文化的景観（島根県）　

16世紀に石見銀山で銀が大増産されると、中国へ大量
に流れこみ、東アジアは空前の交易ブームを迎えた。
16世紀末にティセラがつくった「日本図」にも石見銀山
がえがかれている（上）。下は日本銀「御

お

取
とり

納
おさめ

丁
ちょう

銀
ぎん

」（長
さ16㎝）。（ともに島根県立古代出

いず
雲
も
歴史博物館蔵）

Argenti fodinae（銀鉱山）

Hivami（石見）
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特集ページ「周辺地域を
学ぶ」では、「古代の南
九州―隼人―」「古代の
東北と奥州藤原氏」「琉
球王国」「アイヌと和人」
の特色ある4地域を取
り上げ、列島の多様性
に目を向けます。

部扉では、世界史の動きと関連付けながら、時代の
大きな流れを捉えられる年表を掲載しました。

各時代に関連の深い
世界遺産の写真を取
り上げ、解説を付し
ました。
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近世への転換
16世紀なかば、ヨーロッパ人は海上航路を開いて

拠点をつくり、アジアの交易ルートに参入して、

日本に鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教を伝え、増産された日本の銀を求めた。国

際的な交易が活発となり、外来の技術・思想にどう対応するかが、

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

らに問われる時代となった。以後、有力な大名が領国の

統合を急速に進め、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を 1つの政
せい

権
けん

のも

とに統合した。秀吉は新しい支配の仕組みを築き上げると同時に、

中国への侵
しん

攻
こう

を掲げて朝
ちょう

鮮
せん

侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジ

アの国際秩
ちつ

序
じょ

を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀山などで銀が大幅に

増産された。中国の明は銀で税をおさめさ

せるようになっていたので、日本産の銀が大量に中国に流れこんだ。

そのかわりに中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされて、貿易が活発

になった。ただし明は民間の貿易を認めていなかったので、取締り

に対抗して武装した密貿易商人が活躍した❶。

天下人の登場1

▶p.103

▶p.110

近世の幕開け
世界やアジアの交

こう

易
えき

が活発になるなか、16世紀末には日本全国を統一しようと
する天

てん

下
か

人
びと

が出現した。政治や社会のあり方も変わり、近世という新しい時代
が始まったとされている。新しい時代はどのように幕を開けたのだろうか。

第 8 章

世界文化遺産
石見銀山

石見銀山は16世紀前期、博
多の商人神

かみ

屋
や

寿
じゅ

禎
てい

によっ
て発見され、 朝鮮から精

せい

錬
れん

技術の灰
はい

吹
ふき

法
ほう

が伝えら
れ増産を実現した。17世紀
初頭には日本の銀産出量は
世界の 3 分の 1 を占め、ヨ
ーロッパ人は日本を「プラ
タレアス（銀）の島」と呼ん
だ。石見銀山は戦国大名の
争奪戦の舞台となり、やが
て江戸幕府が 直

ちょっ

轄
かつ

した。
（▲ p.107）

Topic

❶彼らは中国人が多かったが、倭
わ

寇
こう

とよばれた（後期倭寇 ▲ p.92）。

116世紀の世界と日本人の
往
おう

来
らい

　オスマン帝国領の広が
りから、ヨーロッパ諸国は西
へ目をむけた。天

てん

正
しょう

遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

（▲ p.116）は喜
き

望
ぼう

峰
ほう

をまわり、
支
はせ

倉
くら

常
つね

長
なが

はメキシコから大西
洋を横断して、ヨーロッパを
めざした。0°（赤道）
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マカオ

長崎

浦賀

月ノ浦
メキシコ
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支倉常長の航路（1613～20）

インド洋

大
西
洋

つき の うら
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しょうすけ
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　一方、ヨーロッパの南西の端にあるポルトガ

ルは、15世紀になるとアフリカへの探検をすす

め、東南アジアの香
こう

辛
しん

料
りょう

を求めて、15世紀末にはインドへの

航路を開いた。スペインもアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教
きょう

皇
こう

がひきいるカトリック

教会も海外への布
ふ

教
きょう

をあと押しした。こうして、ヨーロッパ

を中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代が始まった1。

　ポルトガルはインドや東南アジアに拠点を築き、1540年代

になると九州各地にたどりつくようになった。そして1543（天
てん

文
ぶん

11）年❷、中国商人の船に乗ったポルトガル人が九州南
なん

方
ぽう

の

種
たねが

子島
しま

に漂
ひょう

着
ちゃく

し、鉄砲2をもたらした。鉄砲は堺
さかい

などで製造

が始まり、戦国大名のあいだに急速に広まった。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、カトリック教会の改革派

であるイエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

フランシスコ

＝ザビエルが、インドや東南アジアをへて、中国人商人の船で鹿児

島に来航し、キリスト教を伝えた3。ザビエルのあとも宣教師が来

日して、多くの信者（キリシタン）を獲得した。とくに九州の大名の

なかには貿易の利益を得るためにキリスト教に入信する者（キリシ

タン大名）があらわれ、家
か

臣
しん

や領民にもキリスト教が広まった。

　中国南部のマカオに進出していたポルトガル商人も中国・日本間

の貿易に乗り出し、やがて長崎へ来港し、中国産生糸と日本の銀な

どの売買を始めた。当時、彼らを南
なん

蛮
ばん

人
じん

❸とよんだので、この貿易

を南蛮貿易という。

　こうしてアジアの経済交流が活発になり、 極
きょく

東
とう

にある日本にも

1506～52

鉄砲の伝来と普及
鉄砲の伝来や生産、普及について
は不明な点が多い。当初、贈答品
や外交の道具として使われた鉄砲
だが、新兵器として認められるや
いなや、戦国大名はその確保につ
とめた。 刀

かたな

鍛
か

冶
じ

の高い技術が生
かされ、伝来から半世紀のうちに
全国に普及し、戦闘や築城の方法
にも影響をおよぼした。ただし、
当時の鉄砲は射程距離も短く、効
果を過大に評価することは早計で
ある。

Topic

❷前年の1542（天文10）年とする
説もある。

キリスト教が急速に広まったのはな
ぜだろうか。

Q

❸少し遅れて、スペイン領フィリ
ピンとの間を商船や宣教師が行き
来するようになった。日本ではポ
ルトガル・スペインの人びとを南
蛮人とよんだ。

3キリスト教の伝
でん

播
ぱ

　ザビエル
は、鹿児島に来航したのち、上京
したが、 将

しょう

軍
ぐん

との会
かい

見
けん

を果たすこ
とはできず、山口に滞在後、日本
を退去した。

ザビエル（神戸市立博物館蔵）

2種子島銃（長さ99.8㎝。鹿児島県、種子島時邦蔵）

安土
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右
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京
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田
長
政
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か
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じ
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あ
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日本史探究で重視される、
時代の転換を意識した章
の導入になっています。

歴史の流れを理解しやす
いよう、わかりやすい文章
を心がけました。
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ヨーロッパの新しい文
ぶん

物
ぶつ

が入ってきた。そして支

配者たちも、それに対応

することが求められる時

代になった。

織田信長の政権

戦
せん

国
ごく

時代になって衰
すい

退
たい

し

ていた室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

に終止符を打ち、全国統一に乗り出したのが織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

とそれに続いた豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

である。 2人の政権をあわせて織
しょく

豊
ほう

政

権とよぶ。

　尾
お

張
わり

の織田信長45は、1560（永
えい

禄
ろく

3 ）年、駿
する

河
が

などの大
だい

名
みょう

今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

を破ると（桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の戦い）、三
み

河
かわ

の徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

❹と同盟を結んだ。そ

のころ将
しょう

軍
ぐん

が政変で殺害され、その弟足
あし

利
かが

義
よし

昭
あき

から幕府再興の働

きかけをうけると、やがて軍
ぐん

勢
ぜい

をひきいて義昭とともに京都にのぼ

り、幕府を再興させた。また領国内の関
せき

所
しょ

で通行料をとることを禁

じ、商業都市として繁
はん

栄
えい

していた堺
さかい

の支配にも乗り出した。

　しかし、なお敵対する勢力が多く、1571（元
げん

亀
き

2 ）年にはその 1つ

で、仏教の中心地であった比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を焼
やき

討
う

ちした。やがて足

利義昭と対立すると、1573（元亀 4）年に京都から追放した（室町幕

府滅亡）。1575（天
てん

正
しょう

3 ）年には三河の長
なが

篠
しの

の戦いで、徳川家康を助

け、大量の鉄
てっ

砲
ぽう

を使って甲
か

斐
い

の武
たけ

田
だ

氏を破った6。

　翌年には近江の琵
び

琶
わ

湖
こ

畔
はん

に安
あ

土
づち

城
じょう

を

築き始め、その城
じょう

下
か

町
まち

を楽
らく

市
いち

として商

業税を免除し、普
ふ

請
しん

や伝
てん

馬
ま

❺の負担も免

除して繁栄をはかった。1580（天正 8）

年には、長らく激闘をくり広げてきた

一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の中心である本
ほん

願
がん

寺
じ

を屈服さ

せ、大
おお

坂
さか

から退去させた。1582（天正10）

年に甲斐の武田氏をほろぼすと、東日

本の大名の多くが服属の姿勢をみせ、天
てん

下
か

人
びと

としての名声を高めた。しかし、ま

だ敵対していた四国・中国地方の大名

1534～82

1537～98

1519～60

1542～1616

1537～97

❺普請は土木工事、伝馬は馬で人
や荷物を運送すること。

信長が関所で通行料をとることを禁
止したのはなぜだろうか。それによ
って誰が利益を得て、誰が損をした
のだろうか。

Q

❹当時はまだ松
まつ

平
だいら

元
もと

康
やす

と名乗っ
ていた。

4織田信長　尾
お

張
わり

守
しゅ

護
ご

代
だい

織田氏の支流にうまれ、最
さい

期
ご

は「全日本の絶対君主に
なる間

ま

際
ぎわ

であった」（フロ
イ ス『日 本 史』）と 評 さ れ
た。（愛知県、 長

ちょう
興
こう

寺
じ

蔵）

6鉄砲隊の活躍　長篠の戦いで、図の左手の織田・徳川の連合軍は、鉄砲
隊の威力をいかして右手から攻撃する武田軍を破った。中央を流れる連

れん

子
ご

川
がわ

の左手からいっせいに射
しゃ

撃
げき

している。（『長篠合戦図屛風』、部分、徳川美術館蔵）

桶狭間の戦い（今川義元敗死）
足利義昭を奉じて入京
姉
あね

川
がわ

の戦い（浅
あざ

井
い

・朝
あさ
倉
くら
氏を破る）。石山合戦開始

延暦寺の焼討ち
将軍義昭追放（室町幕府滅亡）
長篠の戦い（武田氏敗退）。越前一向一揆平定
安土城を築く（～ 79）
石
いし
山
やま
合戦が終わる（本願寺屈

くっ

伏
ぷく

）
天
てん

目
もく

山
ざん

の戦い（武田氏滅亡）。本能寺の変（信長死去）

1560
1568
1570
1571
1573
1575
1576
1580
1582

■5織田信長の統一事業

QRコード

安土城跡

くわしく
みてみよう
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を攻める準備をすすめるさなかに、 重
じゅう

臣
しん

の明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

にそむかれてほろびた（本
ほん

能
のう

寺
じ

の変）7。

豊臣秀吉の全国統一
同じく信長の重臣だった羽

は

柴
しば

（豊臣）秀吉89はすぐに光秀

を討ち、その後、信長の最有力家
か

臣
しん

だった柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

も

破って、1583（天正11）年、本願寺の跡地に壮
そう

大
だい

な大坂

城を築き始めた。信長の次男信
のぶ

雄
かつ(お)

および徳川家康とも

対戦したが（小
こ

牧
まき

・長
なが

久
く

手
て

の戦い）、信雄と講
こう

和
わ

して臣
しん

従
じゅう

させた。まもなく 朝
ちょう

廷
てい

で高い地位につき、1585（天正13）年には

紀
き

伊
い

や四国などを攻めて支配下におさめ、関
かん

白
ぱく

職をめぐる争いに介

入してみずからが関白についた。翌年には天
てん

皇
のう

から豊臣の姓を与え

られた。以後、天皇の権
けん

威
い

を利用しつつ諸大名を服属させ、彼らを

朝廷の官位につけてみずからの下に編成した。

　越
えち

後
ご

の上
うえ

杉
すぎ

氏や徳川家康を臣従させて東方を固めると、1587（天

正15）年には、抵抗していた南九州の島
しま

津
づ

氏を降
こう

伏
ふく

させ、九州を支

配下においた。京都に新しく建設していた聚
じゅ

楽
らく

第
てい

に本拠を移し、翌

年には後
ご

陽
よう

成
ぜい

天皇を招いて諸大名に政権への 忠
ちゅう

誠
せい

を誓わせた。

　関東では小
お

田
だ

原
わら

の北
ほう

条
じょう

氏が領地問題で秀吉の指示に違反したこ

とをとがめ、1590（天正18）年、諸大名を動員して攻めほろぼした。

続けて伊
だ

達
て

氏ら東北の大名を服属させ、徳川氏を関東へ移し、全国

の 領
りょう

主
しゅ

を支配下におさめた7。政権は秀吉の独裁に近く、その意思 

を側
そっ

近
きん

や重臣が大名らに伝達し指導することで、政治が遂行された。

1528？～82

？～1583

1558～1630

位1586～1611

秀吉は関白になったことで、どのよ
うな政治的効果を得ただろうか。

Q

山崎の戦い（明智光秀敗死）
太
たい

閤
こう

検地を開始
賤ヶ岳の戦い（柴田勝家敗死）
大坂城の築城開始
小牧・長久手の戦い（家康と和

わ

睦
ぼく

）
関白となる。四国平定（ 長

ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

氏服従）
太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となり豊臣姓をたまわる
九州平定（島津氏服従）
刀
かたな

狩
がり

令
れい

小田原攻め（北条氏滅亡）
奥羽平定（全国統一）

1582

1583

1584
1585
1586
1587
1588
1590

■9豊臣秀吉の統一事業

8豊臣秀吉　尾張国中村（現
在の名古屋市）にうまれ、織
田信長につかえ、異例の出世
をとげた。信長の死後、いち
早く政治の主導権をにぎっ
た。（京都府、高

こう
台
だい

寺
じ
蔵）

7信長・秀吉の事績　信長は1560（永禄 3）年以降めざましい戦果を上げたが、1582（天正10）年に敗
死。秀吉は信長の後継者として統一事業をすすめ、1590（天正18）年に統一を達成した。

1575
6

1560
1

1570
3

1571
4

1573
5

1568
2

1576～79
7

1570～80
8

1582
9

な　ご　や

ぶんろく

けいちょう

ながしの

あねがわ

おう　う

えんりゃくじ

あしかがよしあき

しず が たけ

あ づち

やまざき

1582

1583

1585
1587

1590

1590

1592～93
1597～98

7

6
1584

3

2

8

5
4 1 山崎の戦い

賤ヶ岳の戦い

文禄の役
慶長の役

四国平定
九州平定

小田原攻め

小牧・長久手の戦い

奥羽平定

信長の事績

数字は統一事業が
おこなわれた順

秀吉の事績

安土

一乗谷

朝 鮮

京
都

本陣は肥前の名護屋

大坂

根
来
堺

長篠の戦い桶狭間の戦い

姉川の戦い延暦寺焼討ち

室町幕府滅亡

足利義昭を奉じ入京

安土城築城

石山合戦

本能寺の変

卍
卍

卍

0 200km
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年表を適宜設けました。
歴史の流れを整理し、
視覚的に把握できます。

本文と図版の対応がわか
りやすいように、番号を
付しました。
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検地と刀狩
近畿地方を根拠とした豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

は、惣
そう

村
そん

の伝統をふ

まえて、村
むら

を単位とする新しい方法で検
けん

地
ち

をおこな

っていった。これを太
たい

閤
こう

検地とよぶ。あらたな基準で田
でん

畑
ぱた

屋
や

敷
しき

の面

積を 1区画ごとにはかり1、等
とう

級
きゅう

に応じて石
こく

高
だか

を定め❶、作人（ 百
ひゃく

姓
しょう

）を記載した検地帳を作成して村に交付した。領
りょう

主
しゅ

と百姓との

あいだで地主が小
こ

作
さく

料をとる権利を認めず、年
ねん

貢
ぐ

を負担する百姓 1

人だけの土地所持を認め（一地一作人）、村の力量と責任でまとめて

年貢をおさめさせた。また大
だい

名
みょう

にも石高で知
ち

行
ぎょう

をあたえ❷、秀吉

も近畿地方を中心に220万石をこえる直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

を確保した。

　また秀吉は1585（天
てん

正
しょう

13）年、支配下のほぼ全域で大名の国
くに

替
がえ

（転
てん

封
ぽう

）をおこない、武
ぶ

士
し

とその従
じゅう

者
しゃ

（奉
ほう

公
こう

人
にん

）、そして百姓のあり方や、

きびしい年貢率の基準を定めた。1588（天正16）年には、百姓から

刀・脇
わき

差
ざし

などの武具を取り上げる刀
かたな

狩
がり

令
れい

2を出し、一
いっ

揆
き

を防止し、

百姓を耕
こう

作
さく

に専念させる意図を示した。

　一方、直轄都市である京都・大坂などでは年貢にあ

たる地
じ

子
し

を免除し、町
まち

と村（在
ざい

方
かた

）とを区別した。寺
じ

社
しゃ

や公
く

家
げ

と結びついた特権的な同業組合である座
ざ

を解散

させ、豪
ごう

商
しょう

とも結んで、町での商工業の振興をはか

った。但
たじ

馬
ま

の生
いく

野
の

銀山などを直轄し、各地の金銀山か

豊臣政権と桃山文化2
▶p.93❶ 上

じょう

田
でん

1 段
たん

は 1 石
こく

5 斗
と

などと中
世の年貢と比べて大幅に高く設定
し、貫

かん

高
だか

（銭
ぜに

の量）ではなく米の
量で表示した。枡

ます

もまちまちだ
ったが、 京

きょう

枡
ます

を基準として採用
した。

領主の転封はどのような影響をおよ
ぼしたのだろうか。

Q

❷服属した大名が自分の所
しょ

領
りょう

に
独自の検地をおこなうことも多か
った。

戦国大名と天下人の印章
戦国時代には大名が印

いん

章
しょう

をもちいるようになった。①の虎の印
いん

判
ぱん

状は「領民の財産と生命を守ってゆ
く」という意味。②はイエズス会を示すIHSと洗

せん

礼
れい

名
めい

フランシスコからとったとされる。③は有名な織
お

田
だ

信長の「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」の印。この場合の「天下」は京都周辺をさす。④⑤は秀吉と家
いえ

康
やす

が外交に使ったが、
④は「豊臣」と大きく 2 文字だけ、⑤は「源家康 忠

ちゅう

恕
じょ

」とある。「忠恕」は真心・思いやりを意味する。
それぞれの印文から、彼らのどのような政治姿勢を読みとることができるだろうか。考えたり、話しあ
ったりしてみよう。（印章は実寸の 3 分の 1 ）

読
み

 

　と
き

①小
お

田
だ

原
わら

北
ほう

条
じょう

氏
し

（禄
ろく

寿
じゅ

応
おう

穏
おん

）

②大
おお

友
とも

宗
そう

麟
りん

（IHS　FRCO）
③織田信長

（天下布武） ④豊臣秀吉（豊臣） ⑤徳川家康（源家康忠恕）

1太閤検地尺　検地の測量基準とな
った尺で、表面（左）には奉

ぶ

行
ぎょう

石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

の署名がある。×印のあいだを 1
尺と定め、寸の目盛りを示す。裏面

（右）には、 6 尺 3 寸を 1 間とし、 5
間×60間＝ 1 段と定めることが記さ
れている。 1 段（反

たん

）は約10アールで
ある。島

しま

津
づ

領検地に使用されたも
の。（長さ45.5㎝。 尚

しょう
古
こ

集
しゅう

成
せい

館
かん

蔵）
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2 豊臣政権と桃山文化 113

5

10

15

らも運
うん

上
じょう

を取って、直轄地につぐ財政の基盤とし、金銀貨の公定

にも乗り出した❸。

　1591（天正19）年には、大陸への侵
しん

攻
こう

にむけて、全国の国郡ごとに

村々の石高を 掌
しょう

握
あく

し、大名らを戦争に動員する軍
ぐん

役
やく

の基準とした。

奉公人が町人・百姓になることや勝手にやめることも取り締まっ 

た❹。以上のような政策によって、武士や奉公人と百姓との分離

（兵
へい

農
のう

分離）が定まっていった。

秀吉の外交
秀吉は信

のぶ

長
なが

と同じく、当初、キリスト教に好意的で

あったが、九州を平定すると、教会が長崎を獲得し、

キリシタン大名をつうじて信
しん

徒
と

に強い力をもっていることを知って

警
けい

戒
かい

し、1587（天正15）年、宣
せん

教
きょう

師
し

に国外退去を命じ（バテレン追放

令3）、翌年には長崎を直轄地にした。ただし秀吉は貿易には積極

的で❺、貿易は布
ふ

教
きょう

と一体化していたため、宣教師の追放は徹底し

なかった。

　戦国の世をのし上がった秀吉は、早くから大陸侵攻の意志を示し

ていたが、九州を平定すると対
つ し ま

馬の宗
そう

氏を通して朝鮮国王に服属と

来日を求め、他の近隣諸国へも同様の要求をした。やがて朝鮮が明
みん

秀吉はなぜ大陸侵攻をこころざした
のだろうか。

Q

❹翌年にも朝鮮へ従軍した奉公
人らの逃

とう

亡
ぼう

を摘発する法令（人
ひと

掃
ばらい

令
れい

）を出し、町や村の責任で、
身分別に家数人数の調査をおこな
わせた。

❸京都の金
きん

工
こう

後
ご

藤
とう

家
け

につくらせ
た天正大

おお

判
ばん

がよく知られている。

❺1588（天正16）年には海賊取締
令を出して、海上交通の安全を確
保した。

■2
刀
狩
令
●❶

　
　

 
条
々

一1 

、
諸
国
百
姓
、
刀
、
脇わ
き

指ざ
し

●❷
・
弓
・

や（
槍
）り

・
て（
鉄

砲

）

つ
は
う
、
其そ
の

外ほ
か

武
具
の

た（
類
）

ぐ
ひ
所し
ょ

持じ

候
そ
う
ろ
う

事
、
堅か
た

く
御ご

停ち
ょ
う

止じ

候
。
其
子し

細さ
い

は
、
入い

ら
ざ
る
道
具
●❸
を

あ
ひ
た（
蓄

）
く
は
へ
、
年ね
ん

貢ぐ

・
所し
ょ

当と
う

●❹
を
難な
ん

渋じ
ゅ
う

●❺
せ
し
め
、
自し

然ぜ
ん

●❻
、
一い
っ

揆き

を
企
く
わ
だ

て
、
給き
ゅ
う

人に
ん

●❼
に
た
い
し
非ひ

儀ぎ

の
動
は
た
ら
き

●❽

を
な
す
や（
か族
ら）
、
勿も
ち

論ろ
ん

御ご

成せ
い

敗ば
い

あ
る
べ

し
。

一2 

、
右
取と
り

を
（
置
）か

る
べ
き
刀
・
脇
指
、
つ
い

え
に
さ
せ
ら
る
べ
き
儀ぎ

に
あ
ら
ず
候
の

間
、
今こ
の

度た
び

大だ
い

仏ぶ
つ

●❾
御
建
立
の
釘く
ぎ

・
か
す

か
ひ
に
仰お
お

せ
付
け
ら
る
べ
し
。
然し
か

れ

ば
、
今こ
ん

生じ
ょ
う

●❿
の
儀
は
申
す
に
及
ば
ず
、

来
世
ま
で
も
百
姓
た（助
）す
か
る
儀
に
候
事
。

一3 

、
百
姓
は
農
具
さ
へ
も
ち
、
耕
作

専
も
っ
ぱ
ら

に
仕
つ
か
ま
つ

り
候
へ
ハ
●⓫
、
子
々
孫
々
ま
で

長ち
ょ
う

久き
ゅ
う

に
候
。

　
　天
正
十
六
年
七
月
八
日（
秀
吉
朱
印
）

 

（『
小こ

早ば
や
川か
わ
家け

文も
ん
書じ
ょ
』）

●❶
全
三
条
。
●❷
短
い
刀
の
こ
と
。
●❸
農
耕
に
不
要

な
武
器
。
●❹
税
。
●●❺
出
し
し
ぶ
る
。
●❻
も
し
も
。

●❼
秀
吉
や
大
名
か
ら
領
地
を
給
与
さ
れ
た
武

士
。
●❽
け
し
か
ら
ぬ
行

為
。
●❾
秀
吉
が
建
立
さ
せ

て
い
た
京
都
方ほ
う

広こ
う

寺じ

の

大
仏
。
●❿
現
世
。
●⓫
耕
作

に
専
念
す
る
こ
と
。

QRコード

現代語訳

■3
バ
テ
レ
ン
●❶
追
放
令
●❷

　
　定

一1 

、
日
本
ハ
神
国
た
る
処と
こ
ろ

、
き
り
し
た

ん
国
よ
り
邪じ
ゃ

法ほ
う

●❸
を
授さ
ず

け
候
そ
う
ろ
う

儀ぎ

、

太は
な
は
だ

以も
っ

て
然し
か

る
べ
か
ら
ず
候
事
。

一2 

、
其そ
の

国
郡
の
者
を
近ち
か

付づ

け
門も
ん

徒と

●❹
に
な

し
、
神
社
仏ぶ
っ

閣か
く

を
打う
ち

破や
ぶ

る
の
由よ
し

、
前
代

未
聞
に
候
。

一3 

、
伴バ

天テ

連レ
ン

、
其そ
の

知ち

恵え

の
法
を
以
て
、
心

ざ
し
次し

第だ
い

ニ
檀だ
ん

那な

●❺
を
持
ち
候
と
思
お
ぼ
し

召
さ
れ
候
へ
ハ
、
右
の
如ご
と

く
日じ
ち

域い
き

●❻
の

仏
法
を
相
破
る
事
曲く
せ

事ご
と

に
候
条
、
伴
天

連
の
儀
、
日
本
の
地
ニ
ハ
お
か
せ
ら
れ

間ま

敷じ
く

候
間
、
今
日
よ
り
廿
（
二
十
）日

の
間
ニ

用
意
仕
つ
か
ま
つ

り
帰
国
す
べ
く
候
。

一4 

、
黒
船
●❼
の
儀
ハ
商
売
の
事
に
候
間
、

各か
く

別べ
つ

に
候
の
条
、
年
月
を
経へ

、
諸
事
売

買
い
た
す
べ
き
事
。

　
　天
正
十
五
年
六
月
十
九
日 

 

（『
松ま
つ
浦ら

文
書
』）

●❶
バ
テ
レ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
パ
ー
ド
レ（
神

父
）の
音
訳
で
、
外
国
人
宣
教
師
の
こ
と
。
●❷
秀

吉
が
出
し
た
追
放
令
の
写
し
で
五
条
よ
り
な

る
。
●❸
邪
悪
な
教
え
。
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
を

さ
す
。
●❹
信
者
。
●❺
信

者
。
●❻
日
本
。
●❼
ポ
ル

ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
船
。

QRコード

現代語訳
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史資料をもとに、解釈したり、説明したり、論述したりする力をつけられるよう、発展的
な問いとして「読みとき」を設けました。（解答例は、教師用指導書・準拠ノートで扱っています）

歴史理解の鍵となる
キーワードをゴシック
体にしています。

28 29



114 第8章  近世の幕開け

5

10

15

20

25

出兵への協力を拒否すると、肥
ひ

前
ぜん

に名
な

護
ご

屋
や

城を築き4、1592（文
ぶん

禄
ろく

元）

年、約16万の兵を朝鮮へ送りこんだ❻。日本勢はまもなく漢
かん

城
じょう

（ソ

ウル）を陥れ、朝鮮全域にまで侵
しん

攻
こう

した。

　だが朝鮮の民衆は日本軍に抵抗し、水軍も補給路を攻撃し、明
みん

が

軍勢を送って朝鮮を助けたので、日本軍の侵攻はゆきづまった。明

との講
こう

和
わ

交渉が決裂すると、秀
ひで

吉
よし

はふたたび朝鮮に軍勢を送ったが、

翌年に死去し、五
ご

大
たい

老
ろう

・五
ご

奉
ぶ

行
ぎょう

❼が軍勢を撤退させた。この戦争を

文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役
えき

5とよぶ。

　朝鮮の人びとは大きな犠
ぎ

牲
せい

をしいられ、捕
ほ

虜
りょ

もとられて、日本を

長くうらんだ。明の衰
すい

退
たい

にも拍車がかかり、日本でも有力大
だい

名
みょう

ど

うしで対立が生じ、豊
とよ

臣
とみ

政権は動揺した。

桃山文化
秀吉が晩年に居城とした伏

ふし

見
み

城
じょう

の地を桃
もも

山
やま

とよんだ

ことから、 織
しょく

豊
ほう

政権の時代を安
あ

土
づち

・桃山時代、この

時代を中心とする文化を桃山文化とよぶ。権力や富を集中した天
てん

下
か

人
びと

や大名、豪
ごう

商
しょう

らの勢いが反映された豪
ごう

華
か

で壮
そう

大
だい

な文化となった。

また仏教色はうすれて、世
せ

俗
ぞく

的な色彩が強まった。

　桃山文化を象徴するのは城である6。平野部に石
いし

垣
がき

と堀をめぐら

した平
ひら

山
やま

城
じろ

や平城がつぎつぎと築かれ、 城
じょう

下
か

町
まち

も巨大化した。城

の中心には高層の天
てん

守
しゅ

（天主）がそびえ、大
おお

広
ひろ

間
ま

をもつ書
しょ

院
いん

造
づくり

の御
ご

殿
てん

がつくられた7 8。城や寺院の壁や襖
ふすま

には、金
きん

箔
ぱく

などの上に青や

緑の濃い絵具で着色した障
しょう

壁
へき

画
が

がえがかれた。とくに信
のぶ

長
なが

や秀吉

につかえた狩
かのう

野派
は

が活躍した9。

芸能と風俗
茶
ちゃ

の湯
ゆ

は武将や商人に愛好された。堺
さかい

の商人千
せんの

利
り

休
きゅう

は簡素な侘
わ

び茶⓾を大成し茶
ちゃ

道
どう

を確立させる一

方で、秀吉らの保護をうけて豪華な茶
ちゃ

会
かい

ももよおした。

1522～91

朝鮮侵略がもたらした
陶磁器と降倭（こうわ）

秀吉の朝鮮侵略は、「人さらい戦争」とも呼ばれ
る。数万人ともいわれる朝鮮人捕虜のなかには日
本国内の農業労働力として使われ、東南アジアへ
奴
ど

隷
れい

として売られた人もいた。また、有
あり

田
た

焼
やき

の
李
り

参
さん

平
ぺい

のように、連行された陶
とう

工
こう

によって、日
本で磁

じ

器
き

がつくられるようになった例もある（▶

p.132）。一方、朝鮮側に投降した日本軍兵士は降
倭と呼ばれ、 1万人以上いたと考えられる。

Topic

❼秀吉は晩年に最有力大名から
五大老を、腹心から実務にあたる
五奉行を選び、政権の継

けい

承
しょう

をは
かった。前者が徳

とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

・前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

・毛
もう

利
り

輝
てる

元
もと

ら、後者が浅
あさ

野
の

長
なが

政
まさ

・石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

・増
まし

田
た

長
なが

盛
もり

らで
ある。

❻秀吉は名護屋城へむかう前に
関
かん

白
ぱく

職を甥
おい

の豊臣秀
ひで

次
つぐ

にゆず
り、以降、太

たい

閤
こう

とよばれたが、
1595（文禄 4）年には秀次を追放し
切
せっ

腹
ぷく

させた。

4名護屋城　肥前名護屋（現在の佐賀県唐
から

津
つ

市）に朝鮮侵略の本
ほん

陣
じん

とし
て秀吉が築いた城。（『肥前名護屋城図屛風』、部分、佐賀県立名護屋城博物館蔵）

0 100km

文禄の役戦域

小西行長の経路
加藤清正の経路

慶長の役戦域
加藤清正の経路

文禄の役（1592～93）

慶長の役（1597～98）

鴨
緑

江

江

黄 海

豆
満

明

朝鮮

釡山

慶州
蔚山

泗川

名護屋

碧蹄館

平壌

開城
漢城

会寧

1368～1644

1392～1910

日 本 海

こ にしゆきなが

きよまさ

お
う

り
ょ
く

こ
う

と
ま
ん
こ
う

うるさん

ふ　ざん

し せん

へきていかん

かいじょう

かんじょう

へいじょう

かいねい

5文禄・慶長の役　朝鮮では壬
じん

辰
しん

・丁
てい

酉
ゆう

倭
わ

乱
らん

とよぶ。慶長の役では
朝鮮半島南半での攻防にとどまった。
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2 豊臣政権と桃山文化 115

5

10

　このころの衣服は、今日の着物につながる小
こ

袖
そで

がふつうになり、木
も

綿
めん

が多くもちいられるように

なった。貴
き

人
じん

は、はなやかな絹
きぬ

の染織品を愛好し

た。

　庶
しょ

民
みん

の娯
ご

楽
らく

としては都市で風
ふ

流
りゅう

踊りがさかん

になり、京都で出
いず

雲
もの

お国
くに

（阿
お

国
くに

）が、異様な風
ふう

体
てい

で

めだとうとする「かぶき者」の姿で踊り（かぶき踊

り）�、その後、それをまねて女歌
か

舞
ぶ

伎
き

が流行した。

節
ふし

をつけた物語劇を、人
にん

形
ぎょう

をあやつって三
しゃ

味
み

線
せん

の伴
ばん

奏
そう

とともに語る人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

もうまれた。庶

民の生活をえがく風
ふう

俗
ぞく

画
が

の屛
びょう

風
ぶ

絵
え

も数多く製作

された。

▶p.101

16C末～17C初

6姫
ひめ

路
じ

城
じょう

　関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦いののち、池
いけ

田
だ

輝
てる

政
まさ

が
着工し、1609（慶

けい

長
ちょう

14）年に 竣
しゅん

工
こう

した。姫
ひめ

山
やま

に
そびえる平

ひら

山
やま

城
じろ

で、連立式の天守となっている
（本丸・西の丸が現存）。別名白

しら

鷺
さぎ

城。（兵庫県）

8二
に

条
じょう

城
じょう

二の丸御殿大
おお

広
ひろ

間
ま

　現存する二の
丸御殿は1620年代に大改修されたもの。壁面は
狩野探

たん

幽
ゆう

らによる巨大な松がえがかれ、天
てん

井
じょう

は豪華な二
に

重
じゅう

折
おり

上
あげ

格
ごう

天井としている。（京都府）

7都
つ

久
く

夫
ぶ

須
す

麻
ま

神社本
ほん

殿
でん

　伏見城
から移築したといわれ、 透

すかし

彫
ぼり

や
金
きん

蒔
まき

絵
え

が残る。（滋賀県）

9『唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

』（狩野永
えい

徳
とく

筆）　秀吉が毛利征討中、本
ほん

能
のう

寺
じ

の変のため急きょ和
わ

睦
ぼく

した際、

毛利輝元におくられた品という。大名の剛
ごう

毅
き

な気風を伝える。（六 曲
きょく

一双
そう

、右
う
隻
せき

、縦223.6cm、横
451.8cm。宮内庁三の丸 尚

しょう
蔵
ぞう

館
かん

蔵）

⓾妙
みょう

喜
き

庵
あん

待
たい

庵
あん

　千利休が1582（天
てん

正
しょう

10）年につくったとされる、わずか 2
畳の草

そう

庵
あん

の茶室。床
とこ

の間
ま

には「妙喜」の
掛
か

け軸
じく

がかざってある。（京都府）

�阿国歌舞伎　男装した阿国が、男優の演じる茶
ちゃ

屋
や

女
おんな

にいい
よるという演出で人気を得た。もっとも古い歌舞伎図屛風で、
阿国の歌舞伎姿を追想してえがいたものと考えられている。

（『阿国歌舞伎図』、部分、京都国立博物館蔵）

阿国
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ふりがなを丁寧にふりました。

判型を大きくしたことで（A5→B5判）、図版
も見やすくなりました。
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116 第8章  近世の幕開け
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国際的な文化の交流
 

 

宣
せん

教
きょう

師
し

らによって天
てん

文
もん

・地理や医

学、パン・カステラ・たばこなど❽、

ヨーロッパの文
ぶん

物
ぶつ

がもたらされた

（南
なん

蛮
ばん

文化）�。

　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設け、1582（天
てん

正
しょう

10）年に

は、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパの

ローマ 教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）�。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

され

たり、 日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）�。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル系のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読み解い
てみよう。

読
み

 

　と
き

❽ポルトガル語やスペイン語を
由来とする外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

�南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、禁

きん

教
きょう

が強まっており、彼らを過
か

酷
こく

な運命が待ち受けていた。伊
い

東
とう

マ
ンショは布

ふ

教
きょう

活動をするが拠点の小
こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲル
は棄

き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マルチノは
国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは長崎で
殉
じゅん

教
きょう

した。

Topic

�伊東マンショの肖像（イタリ

ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・ 百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。
●  国際交流の進展や全国統一など、どのように時代が転換したのかに着目し、近

世の特徴について、中世や近代とも比較して問いを表現してみよう。

■�天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）
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　日本は災害大国といわれるが、そのため貴重な文
ぶん

化
か

財
ざい

も被
ひ

災
さい

して傷つき、

失われるリスクも大きい。2011（平成23）年３月11日に発生した東日本大
だい

震
しん

災
さい

や、2019（令和元）年秋に複数の台
たい

風
ふう

が各地をおそって深い爪
つめ

痕
あと

を残した

ことは、私たちの記憶にも新しい。

　約2万2000人の死者・行方不明者を出し、多くの財産を失った東日本大

震災では、同時に文化財の被害も甚
じん

大
だい

であった。地震とあわせておこった原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
じょ

の爆発事故では、周辺住民が強制避難となり、その地域の文化

財は置き去りにされたままとなった。

　こうした被災文化財の救援や修復のため、多くの研究者や市民の協力のも

と、文化財レスキュー活動や、被災建造物の修復にむけた文化財ドクター派
は

遣
けん

事業という取組みが展開された。その努力によって、東北４県の歴史や文

化を伝える幅広い文化財の多くが救出され、自然史標
ひょう

本
ほん

なども失われる危

機をまぬがれた。

　このような動きは、かつて2004（平成16）年の新潟中
ちゅう

越
えつ

地震の際に保全活

動が実施されるなど、災害に直面した際に各地で自発的におこっている。ま

た、2019（令和元）年の台風による水害では、文化財を収集・保管する機関

である博物館の地下収蔵庫が水没し、大量の文化財に被害がおよんだことも

ある。この事例では、文化財の救出のために文化庁が主導し、多くの専門機

関や専門家による支援体制が組まれた。

　今後、文化財保護の重要性がますます高まるなか、私たちは、自分たちの

歴史や文化を守り育てるという当事者意識をもって、災害がおきる前の平常

時から、身近な地域の文化財を保護することに、目をむけていきたい。

災
害
と
文
化
財

身
近
な
文
化
財
を
ま
も
り
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と 

❷

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
伴
う
避
難
指
示
で
荒
廃
し

た
民
家
か
ら
古
文
書
や
歴
史
的
遺
物
な
ど
を
救
い
出
す「
文
化

財
レ
ス
キ
ュ
ー
」が
福
島
県
内
の
６
市
町
で
本
格
化
し
て
い
る
。

環
境
省
の
家
屋
解
体
や
住
民
の
後
片
付
け
の
際
に
誤
っ
て
処
分

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
。
避
難
指
示
を
受
け
た
人
の
う
ち
古

里
に
帰
還
で
き
た
の
は
１
割
に
満
た
ず
、
自
治
体
の
担
当
者
た

ち
は「
古
里
の
歴
史
ま
で
失
い
た
く
な
い
」と
懸
命
だ
。 

　
５
月
下
旬
、
全
域
避
難
が
６
年
を
す
ぎ
た
大
熊
町
の
大
川
原

地
区
。
町
職
員
ら
で
つ
く
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
、
し
っ
く
い
塗

り
の
蔵
も
備
え
た
古
民
家
で
、
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
た
漆
器

を
見
つ
け
た
。

木造家
か

屋
おく

に眠っていた古いタンスを運び出す、大熊町の文化財レスキュー
隊員＝福島県大熊町大川原で2017年 5 月30日、土江洋範撮影

文化財レスキュー活動を伝える新聞記事（『毎日新聞』2017年 6 月11日より）
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各部のはじめの章（1・5・8・11章）では、生徒が時代の転
換を理解し、「時代を通観する問い」を立てやすいよう、まと
めの問いを工夫しました。

各章の最後に、学習のまとめに
最適な「章のまとめの問い」を配
置しました。

特集ページ「身近な文化
財をまもり未来につな
げること」では、文化財
について、さまざまな
観点から、文化財保護
への理解を深めます。
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174 歴史資料と近代・現代の展望 ①
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　近代の政治を考えるとき、基本になるのは議

会である。ここでは、議会の成立、選挙権の拡

大、民
みん

衆
しゅう

の抗議行動に関する資料を通して、

議会のありかたの変化をたどり、その変化の理

由について考察してみよう。

議会の成立
　新政府がはじめて示した「国

こく

是
ぜ

」である五
ご

箇
か

条
じょう

の誓
せい

文
もん

は、「広ク会議ヲ興
おこ

シ万
ばん

機
き

公
こう

論
ろん

ニ決スベシ」

とした。これは幕
ばく

末
まつ

から、政
せい

権
けん

担当者だけではな

く、すぐれた人びとが意見を出しあう「公
こう

議
ぎ

」によ

って政策を決定すべきと考えられるようになって

いたことをふまえているが、会議をいかなる形で

開くのかは明示されていなかった。

　1873（明
めい

治
じ

6 ）年に、意見の対立から政府を去っ

た江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

・板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

・後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

らが翌年に

提出した民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

1には、「公議」を

おこなうのは国民が選ぶ議員だ、という考え方が

はっきりと示され、こののち国会の開設をおもな

要求とする自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運動（▶p.186）がくり広げられる。

　1889（明治22）年に出された大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が、

のちの時代からみれば政府の権限が大きすぎるに

もかかわらず、民権派によっても歓迎されたのは、

議会の開設を定めていたからである。

有権者の拡大
　帝国議会の貴

き

族
ぞく

院
いん

は皇
こう

族
ぞく

・華
か

族
ぞく

や天
てん

皇
のう

が任命し

た議員で構成されたが、 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

は、総選挙で選

ばれる国民の代表者からなる「民撰議院」であった。

総選挙の有権者は一定以上の税金をおさめる男性

に限られたが、民撰議院設立の建白も租
そ

税
ぜい

をおさ

めるからこそ政府の活動を左右する権利があると

いう考え方を示していた。

　その後、選挙権はしだいに拡大され、1925（大
たい

正
しょう

14）年には満25歳以上の男性による普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

（▶p.211）が認められ、1945（昭
しょう

和
わ

20）年には満20歳

以上の男女に拡大された。以後、2015（平成27）年

に18歳以上に拡大されるまで変更はなかった 2。

1
民
撰
議
院
設
立
の
建
白

　
臣し
ん

等ら

伏ふ

シ
テ
方ほ
う

今こ
ん

●●❶
政
権
ノ
帰
ス
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ニ
、
上か
み

帝て
い

室し
つ
ニ
在あ

ラ

ズ
、
下し
も

人
民
ニ
在
ラ
ズ
、
而し
か
シ
テ
独ひ
と
リ
有ゆ
う

司し

●●❷
ニ
帰
ス
。
…
…
政
令
百ひ
ゃ
く

端た
ん

朝ち
ょ
う

出し
ゅ
つ

暮ぼ

改か
い

、
政
情
実
ニ
成
リ
、
賞
罰
愛あ
い

憎ぞ
う
ニ
出
ヅ
、
言げ
ん

路ろ

壅よ
う

蔽へ
い

●●❸
困
苦

告
ル
ナ
シ
。
…
…
臣
等
愛
国
ノ
情
自
ラ
已や

ム
能あ
た
ハ
ズ
、
乃す
な
わチ
之
ヲ
振し
ん

救き
ゅ
うス
ル

ノ
道
ヲ
講
求
ス
ル
ニ
、
唯た
だ
天
下
ノ
公
議
ヲ
張
ル
ニ
在
ル
而の

已み

、
天
下
ノ
公
議

ヲ
張
ル
ハ
民
撰
議
院
ヲ
立た
つ

ル
ニ
在
ル
而
已
。
則
す
な
わ
ち

有
司
ノ
権
限
ル
所
ア
ツ

テ
、
而
シ
テ
上
下
其そ
の

安
全
幸
福
ヲ
受
ル
者
ア
ラ
ン
。
請こ

フ
遂つ
い

ニ
之こ
れ

ヲ
陳ち
ん

ゼ

ン
。
夫そ

レ
人
民
政
府
ニ
対
シ
テ
租そ

税ぜ
い
ヲ
払
フ
ノ
義
務
ア
ル
者
ハ
、
乃す
な
わチ
其
政

府
ノ
事
ヲ
与よ

知ち

可か

否ひ

ス
ル
ノ
権
利
ヲ
有
ス
。 

（『
日に
っ

新し
ん

真し
ん

事じ

誌し

』）

●❶
現
在
。
●❷
上
級
の
役
人
。
●❸
言
論
発
表
の
道
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。

QRコード

現代語訳 2 総選挙の有権者が総人口に占める比率（総務庁統計局監修『日
本長期統計総覧』より作成）

どうして選挙権をもつ人の比率が拡大して
いったのだろうか。それぞれの時期ごとに説明し
てみよう。
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歴史資料と近代・現代の展望 ❶
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3第 1次護憲運動　帝国議会におしかけた人びと。木造の仮
議院であった。

帝国議会から国会へ
　皇

こう

居
きょ

の背後の高所から都心部を見下ろす絶好の

位置にたつ国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

は、1936（昭和11）年に帝国

議会議事堂として 竣
しゅん

工
こう

した。その位置は1920（大

正 9 ）年の着工時ではなく、帝国議会が開設され

る前から決められていた。ふさわしい建物がたて

られるまでは、別の場所の木造の仮議院がもちい

られていたのである。しかし、建物は同じでも、

1946（昭和21）年の日本国憲法によって、法律や予

算を「協賛」する帝国議会は国権の最高機関として

の国会にかわり、貴族院も普通選挙によって議員

が選ばれる参
さん

議
ぎ

院
いん

へと変化した。

議会におしかけた民衆
　議会に民衆がおしかけることは帝国議会時代か

らあった。1913（大正 2 ）年 2 月には、陸軍大臣の

辞表提出で退陣をよぎなくされた立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

の西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

にかわって 桂
かつら

太
た

郎
ろう

が 3 度目の首
しゅ

相
しょう

とな

ったが、衆議院に基盤がとぼしい桂に対し立憲政

友会や立憲国民党は内閣不
ふ

信
しん

任
にん

決議案を提出し、

多くの人びとが議会におしかけた。当時は衆議院

が内閣不信任案を可決しても首相が退陣する必要

はなかったが、桂は議会を停会し、支持を拡大す

ることが難しいと悟
さと

ると辞職した（大正政
せい

変
へん

、 
▶p.201）。この運動を第 1 次護

ご

憲
けん

運動という 3。

　1960（昭和35）年には日
にち

米
べい

相
そう

互
ご

協
きょう

力
りょく

及び安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

条約（新
しん

安
あん

保
ぽ

条約）の批
ひ

准
じゅん

に反対する人びとが、

連日国会におしかけた（安保闘争、▶p.262）4。当時

の首相岸
きし

信
のぶ

介
すけ

は、両院で過半数を占めた自由民主

党を背景としていたので、衆議院に警官隊を導入

して野党議員の座り込みなどの反対をおさえ、批

准を可決した。しかし、反対運動はおさまらず、

国会議事堂周辺では死者も生じ、岸首相は批准の

成立後に辞職した。

4 デモ隊に囲まれる国会議事堂

どうして、選挙による議会がありながら、人
びとが議会におしかけたのだろうか。戦前と
戦後を比較しながら、それぞれ理由を説明し
てみよう。また、どのような人びとが議会に
何を期待したかに注目して、近代・現代の政
治の流れについて自分なりの仮説を表現して
みよう。

なぜ、この時期に議事堂が建築されたのだ
ろうか。
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歴史資料と各時代の展望では、充実した解説を付し、生徒がさ
まざまな資料を活用して考察・表現できるように工夫しました。
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